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今月号の主な内容

９月28日　斎宮幼稚園運動会で行われた「ようこそ！そらのたびへ！」の様子
【詳しくは本紙９頁をご覧ください】

年

月号11
2013

●特集：平成24年度一般会計決算ほか…………………………2P～
●まちの話題：明和スポーツまつりほか………………………8P
●まちの話題：小学校・幼稚園・保育所運動会ほか…………9P
●くらし：平成25年度第3回明和町議会定例会ほか………12P
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………16P～
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………28P

年年

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

１０月３１日（木）～
１１月７日（木）

１１月７日（木）～
１１月１４日（木）

●明和ニュース：①第３９回町民文化祭、
　　　　　　　②修正小学校芸術表現体験、ほか
●明 和 コ ラム：第１２回明和スポーツまつり
●特　　　　集：平成２５年度 明和町総合防災訓練

●明和ニュース：①平成２５年度 明和町総合防災訓練、
　　　　　　　②明和町人権センター 交流祭、ほか
●明 和 コ ラム：みんなで受けよう！特定検診・がん検診
●特　　　　集：めいわ防災情報５～９

１１月１４日（木）～
１１月２１日（木）

●明和ニュース：①明和町社会福祉協議会ふれあいまつり、
　　　　　　　②斎王参向古道まつり、ほか
●明 和 コ ラム：町内小学校運動会（上御糸・明星）
●特　　　　集：町長杯ソフトボール大会

●明和ニュース：①空き缶ゼロ運動、
　　　　　　　②明和町消防団秋季訓練、ほか
●明 和 コ ラム：第３９回町民文化祭
●特　　　　集：町長定例記者会見

１１月２１日（木）～
１１月２８日（木）

１１月２８日（木）～
１２月５日（木）

●明和ニュース：①明和町放課後子どもプラン野菜づくり体験、
　　　　　　　②第９回明和音楽祭 FIRE FLY、ほか
●明 和 コ ラム：みんなで受けよう！特定検診・がん検診
●特　　　　集：町長定例記者会見
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈10月31日（木）～12月5日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の

か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平

成
24
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
明
和
町
一

般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計

の
歳
入
・
歳
出
の
各
決
算
、

水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
、

9
月
に
開
か
れ
た
平
成
25
年

第
3
回
明
和
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
、
歳

入
総
額
は
79
億
1
3
1
0
万
5
千
円
（
対
前
年
度
比
1
・
2
％
増
）、
こ
れ
に
対
し
て
歳

出
総
額
は
74
億
2
6
0
3
万
8
千
円
（
対
前
年
度
比
1
・
4
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
4
億
8
7
0
6
万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
差
引
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
で
決
算
を
終
え
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
5
3
8
3
万
3
千
円
（
一
般

財
源
分
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
4
億
3
3
2
3
万
4
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
収
支
を
平
成
24
年
度
の
単
年
度
で
考
え
た
場
合
、
こ
の
実
質
収
支
額
か
ら
前
年

度
の
実
質
収
支
額
4
億
4
7
6
3
万
1
千
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

1
4
3
9
万
7
千
円
の
赤
字
、
こ
れ
に
基
金
積
立
額
5
3
5
4
万
8
千
円
を
加
え
た
実

質
単
年
度
収
支
額
は
3
9
1
5
万
1
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

74
億
３
千
万
円
の

ま
ち
づ
く
り

歳 

出
内  訳
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

7,880千円
6,239千円
1,552千円
6,125千円
42,720千円
18,423千円
2,938千円

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

103,086千円
52,759千円
32,156千円
2,640千円

462,674千円
495,928千円
88,872千円

地方消費税交付金
189,133千円  2.4%

※町税
2,419,005千円
30.6%

地方交付税
2,032,085千円
25.7%

その他 1,323,992千円 16.7%

国庫支出金
706,785千円 8.9%

県支出金
455,658千円  5.8%

町債
664,500千円  8.4%

地方譲与税
121,947千円  1.5%

※印は自主財源

※自主財源 計＝3,657,120千円 46.2%
  依存財源 計＝4,255,985千円 53.8%

一
般
会
計
歳
入 

79
億
１
３
１
０
万
５
千
円

議会費 94,661千円 1.3%

総務費
768,399千円
10.3%

民生費
2,206,961千円
29.7%

衛生費
504,433千円 6.8%

労働費 98千円 0.1%
農林水産業費
314,133千円 4.2%

諸支出金 640,961千円 8.6%

公債費
686,734千円 9.2%

教育費
941,725千円
12.7%

商工費
51,583千円 0.7%

土木費
895,233千円
12.1%

消防費
321,117千円
4.3%

一
般
会
計
歳
出 

74
億
２
６
０
３
万
８
千
円

平
成
24
年
度 

一
般
会
計
決
算

特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳
に
つ
い
て
、

2
ペ
ー
ジ
上
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

一
般
会
計
歳
入
79
億
1
3
1
0
万
5

千
円
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
自
主
財
源

の
柱
と
な
る
町
税
が
24
億
1
9
0
0
万

5
千
円
（
構
成
比
30
・
6
％
）、
地
方

交
付
税
が
20
億
3
2
0
8
万
5
千
円

（
構
成
比
25
・
7
％
）、
国
庫
支
出
金
（
国

か
ら
の
補
助
金
）
が
7
億
6
7
8
万
5

千
円
（
構
成
比
8
・
9
％
）
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
「
自

主
財
源
」
の
合
計
は
36
億
5
7
1
2
万
円
（
構

成
比
46
・
2
％
）、
地
方
交
付
税
や
町
債
、
国
・

県
支
出
金
な
ど
「
依
存
財
源
」
の
合
計
は
42

億
5
5
9
8
万
5
千
円
（
構
成
比
53
・
8
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
に
つ
い
て
、
２
ペ

ー
ジ
下
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計
歳
出
74
億
2
6
0
3
万
8
千
円
の

う

ち

の

主

な

も

の

は
、

総

務

費

が

7
億
6
8
3
9
万
9
千
円
（
構
成
比
10
・

3
％
）、
民
生
費
が
22
億
6
9
6
万
1
千
円

（

構

成

比

29
・

7

％
）、

教

育

費

が

9
億
4
1
7
2
万
5
千
円
（
構
成
比
12
・

7
％
）、
公
債
費
（
借
入
金
の
償
還
）
が

6
億
8
6
7
3
万
4
千
円
（
構
成
比
9
・

2
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＝用語の解説＝

【自主財源と依存財源】自主財

源とは、町税や使用料・手数料、

寄附金など、町が自主的に収入

する財源です。また、依存財源

とは、国や県の意思決定に基づ

き収入されるもので、主なもの

は、地方交付税や国庫支出金、

地方債などです。

【義務的経費と投資的経費】義

務的経費とは、任意で削減でき

ない経費（人件費、扶助費、公

債費）です。投資的経費とは、

支出が資本形成に向けられるも

ので、普通建設事業費が代表的

なものです。
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■一般会計歳出決算額の推移

70
億
１
８
６
４
万
円

72
億
５
１
７
０
万
９
千
円

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
（
借
入
金
）
の
平
成
24
年
度
末
残
高
は

76
億
3
8
7
7
万
6
千
円
（
対
前
年
度
比
1
・
2
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
和
町
全
体
（
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
）
に
お
け
る
町
債

の
同
残
高
の
合
計
額
は

1
4
9
億
4
8
4
4
万
1
千

円
（
対
前
年
度
比
5
・
1
%

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
残
高　

一
般
会
計
で
76
億
4
千
万
円　

明
和
町
全
体
で
は
1
4
9
億
5
千
万
円

特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )

■町債 平成24年度末残高�（単位：千円）

会　計　別 残　高

一 般 会 計 7,638,776

特

別

会

計

斎宮跡保存事業 304,282

住宅新築資金貸付事業 112,949

農業集落排水事業 2,199,724

公共下水道事業 2,171,414

水道事業（企業会計） 2,521,296

町 全 体 の 合 計 14,948,441

■一般会計・特別会計の決算� （単位：千円）

会 計 別 予 算 額 歳 入 額 歳 出 額

一 般 会 計 8,218,783 7,913,105 7,426,038

特

別

会

計

斎宮跡保存事業 397,600 398,963 395,953

国 民 健 康 保 険 2,505,030 2,603,989 2,454,396

住宅新築資金貸付事業 31,900 63,154 31,800

農業集落排水事業 1,322,960 1,325,932 1,294,439

公共下水道事業 214,960 220,210 212,862

介　 護　 保　 険 1,873,970 1,889,041 1,803,948

後期高齢者医療 388,500 388,703 386,158

総 計 14,953,703 14,803,097 14,005,594

■水道事業（企業会計）決算　

(1) 収益的収入及び支出	 収益的収入	 377,499千円

	 収益的支出	 332,498千円

(2) 資本的収入及び支出	 資本的収入	 362,666千円

	 資本的支出	 518,781千円

物件費 15.1%
 1,125,000千円

補助費等 10.8%
 803,253千円
(翌年度繰越額
  2,250千円)

繰出金 13.2%
 978,686千円

その他 9.4%
 688,386千円

扶助費 13.1%
 975,978千円

人件費 18.4%
 1,369,262千円

公債費 9.2%
 686,734千円

普通建設事業費 10.8%
 798,739千円
(翌年度繰越額 581,862千円)

歳出
7,426,038
千円

①

②

③

①■義務的経費 40.7%  3,031,974千円
②■投資的経費 10.8%    798,739千円
③□その他経費 48.5％  3,595,325千円

■一般会計歳出の性質別経費
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特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

【
議
会
費　

9
4
6
6
万
1
千
円
】

①
議
会
費　

9
4
6
6
万
1
千
円
…
議
会
費
（
議
員
報
酬
、

人
件
費
、
議
会
だ
よ
り
発
行
ほ
か
）

【
総
務
費　

7
億
6
8
3
9
万
9
千
円
】

①
総
務
管
理
費　

5
億

5
8
2
1
万
5
千
円
…

一
般
管
理
費
（
人
件
費

ほ
か
）、
広
報
費
（
広
報

紙
発
行
）、
会
計
管
理
費
、

文
書
管
理
費
、
財
産
管

理
費
（
庁
舎
等
維
持
管

理
・
改
修
ほ
か
）、
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
費
（
シ

ス
テ
ム
端
末
機
等
保
守
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
制
作

等
業
務
委
託
ほ
か
）、企
画
費
（
市
町
村
交
流
事
業
ほ
か
）、

交
通
安
全
対
策
費
（
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
ほ
か
）、
災

害
対
策
費
（
防
災
無
線
保
守
委
託
、
屋
外
拡
声
子
局
設

置
工
事
ほ
か
）、
防
犯
対
策
費
（
防
犯
灯
設
置
工
事
、
同

電
気
料
ほ
か
）、
自
治
振
興
費
（
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
、
町
民
バ
ス
運
行
委
託
、
自
治

会
交
付
金
ほ
か
）

②
徴
税
費　

1
億
3
4
6
1
万
5
千
円
…
税
務
総
務
費（
人

件
費
、
電
算
委
託
ほ
か
）、
収
税
対
策
費

③
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費　

4
6
0
9
万
2
千
円
…
戸
籍

住
民
基
本
台
帳
費
（
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム
委
託
・
使
用

料
ほ
か
）

④
選
挙
費　

1
9
1
7
万
8
千
円
…
選
挙
管
理
委
員
会
費

（
委
員
報
酬
、
人
件
費
ほ
か
）、
選
挙
啓
発
費
、
衆
議
院

議
員
選
挙
費
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
費
、
三
重
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
費

⑤
統
計
調
査
費　

9
8
4

万
1
千
円
…
統
計
調
査

総
務
費
（
人
件
費
）、

各
種
統
計
調
査
費
（
調

査
員
報
酬
ほ
か
）

⑥
監
査
委
員
費　

45
万
7

千
円
…
監
査
委
員
費

（
委
員
報
酬
ほ
か
）

【
民
生
費
22
億
6
9
6
万
1
千
円
】

①
社
会
福
祉
費　

12
億
5
0
1
4
万
4
千
円
…
社
会
福
祉

総
務
費
（
人
件
費
、
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
、
子
ど
も
・

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
ほ
か
）、
国
民
健
康
保
険
事
務

費
（
人
件
費
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
ほ
か
）、

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費
（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
繰
出
金
）、
国
民
年
金
事
務
費
（
電
算
委
託
ほ
か
）、

身
体
障
害
者
福
祉
費
（
自
立
支
援
給
付
ほ
か
）、
老
人
福

祉
費
（
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
、
敬
老
福
祉
大
会
、
老
人
ホ

ー
ム
入
所
措
置
、
介
護

予
防
地
域
支
援
事
業
委

託
ほ
か
）、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
費
、
人
権
対

策
費
（
人
権
啓
発
事
業

ほ
か
）、
社
会
福
祉
施

設
費
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
管
理
費
ほ
か
）、
人

権
セ
ン
タ
ー
費
（
人
件

費
、
生
活
相
談
、
地
域

交
流
支
援
、
人
権
講

演
会
・
講
座
ほ
か
）、

福
祉
資
金
貸
付
事
業

費
②
児
童
福
祉
費　

9
億

5
6
8
1
万
8
千
円

…
児
童
福
祉
総
務
費

（
子
ど
も
手
当
、
一
人

親
医
療
費
助
成
、
放

課
後
児
童
対
策
ほ

か
）、
児
童
保
育
費
（
人
件
費
、
保
育
所
運
営
ほ
か
）、

児
童
セ
ン
タ
ー
費
（
人
件
費
ほ
か
）

【
衛
生
費　

5
億
4
4
3
万
3
千
円
】

①
保
健
衛
生
費　

5
億
4
4
3
万
3
千
円
…
保
健
衛
生
総

務
費
（
人
件
費
、
一
次
救
急
医
療
体
制
事
業
負
担
金
ほ

か
）、
環
境
衛
生
費
（
人
件
費
、
広
域
事
務
組
合
負
担
金
、

上
水
道
事
業
補
助
・
繰
出
金
、
再
生
資
源
回
収
委
託
、

環
境
セ
ン
タ
ー
運
営
ほ
か
）、
公
害
対
策
費
（
環
境
現
況

調
査
委
託
ほ
か
）、
成
人
保
健
対
策
推
進
費
（
健
康
増
進

法
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
委
託
ほ
か
）、
母

子
衛
生
費
（
乳
幼
児
・
学
童
等
予
防
接
種
委
託
、
母
子

保
健
事
業
、
乳
児
・
妊
婦
健
診
委
託
ほ
か
）、
下
水
処
理

費
（
広
域
衛
生
組
合
負
担
金
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
ほ
か
）

【
労
働
費　

9
万
8
千
円
】

①
労
働
費　

9
万
8
千
円
…
労
働
諸
費
（
負
担
金
ほ
か
）

【
農
林
水
産
業
費　

3
億
1
4
1
3
万
3
千
円
】

①
農
業
費　

2
億
6
7
2
6
万
6
千
円
…
農
業
委
員
会
費

（
委
員
報
酬
、
農
地
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
等
業
務
委

託
料
ほ
か
）、
農
業
総
務
費
（
人
件
費
、
広
域
事
務
組
合↖

平
成
24
年
度 

一
般
会
計
決
算 

歳
出
の
内
訳

群馬県明和町交流事業人権センター交流祭

親子農作物教室　ジャガイモ収穫

防災講演会
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )

負
担
金
、
緑
化
事
業
、
松
く
い
虫
防
除
委
託
ほ
か
）、
農

業
振
興
費
（
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
、
水
田
集
積

事
業
助
成
金
ほ
か
）、畜
産
業
費
（
負
担
金
）、農
地
費
（
宮

川
関
連
道
路
整
備
工
事
、
県
営
湛
水
防
除
事
業
負
担
金

ほ
か
）

②
水
産
業
費　

4
6
8
6
万
7
千
円
…
水
産
振
興
費
（
海

苔
養
殖
業
津
波
被
害
戸
別
補
償
、
水
産
振
興
対
策
事
業

補
助
ほ
か
）、
漁
港
費
（
県
単
大
淀
漁
港
航
路
浚
渫
工
事

ほ
か
）

【
商
工
費　

5
1
5
8
万
3
千
円
】

①
商
工
費　

5
1
5
8
万
3
千
円
…
商
工
総
務
費
（
商
工

会
・
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
補
助
ほ
か
）、
商
工
業
振

興
費
（
負
担
金
ほ
か
）
観
光
費
（
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
、
観
光
協
会
補
助
ほ
か
）

【
土
木
費　

8
億
9
5
2
3
万
3
千
円
】

①
土
木
管
理
費　

1
億
7
4
6
万
7
千
円
…
土
木
総
務
費

（
人
件
費
、
土
木
設
計
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
委
託
ほ
か
）、

地
籍
調
査
費
（
調
査
測
量
委
託
料
ほ
か
）

②
道
路
橋
り
ょ
う
費　

5
億
1
1
7
5
万
1
千
円
…
道
路

橋
り
ょ
う
総
務
費
（
道
路
台
帳
等
整
備
業
務
委
託
ほ
か
）、

道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費
（
道
路
維
持
修
繕
工
事
ほ
か
）、

道
路
新
設
改
良
費
（
道
路
舗
装
・
改
良
工
事
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
、
狭
あ
い
道
路
整
備

等
促
進
事
業
ほ
か
）

③
河
川
費　

16
万
6
千
円

…
河
川
総
務
費
（
樋
門

管
理
委
託
ほ
か
）

④
都
市
計
画
費　

2
億

5
5
9
4
万
6
千
円
…

都
市
計
画
総
務
費
（
都

市
計
画
審
議
会
委
員
報
酬
ほ
か
）、
公
園
費
（
公
園
管
理

委
託
ほ
か
）、
下
水
道
費
（
農
業
集
落
排
水
事
業
・
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
ほ
か
）、開
発
指
導
費
（
需

用
費
ほ
か
）

⑤
住
宅
費　

1
9
9
0
万
3
千
円
…
住
宅
管
理
費
（
人
件

費
、
町
営
住
宅
浄
化
槽
維
持
管
理
委
託
ほ
か
）

【
消
防
費　

3
億
2
1
1
1
万
7
千
円
】

①
消
防
費
3
億
2
1
1
1

万
7
千
円
…
常
備
消
防

費
（
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
負
担
金
）、
非

常
備
消
防
費
（
消
防
団

員
報
酬
・
費
用
弁
償
ほ

か
）、
消
防
施
設
費
（
消

火
栓
設
置
等
委
託
、
防

火
水
槽
新
設
工
事
ほ

か
）

【
教
育
費　

9
億
4
1
7
2
万
5
千
円
】

①
教
育
総
務
費　

1
億
6
0
6
万
4
千
円
…
教
育
委
員
会

費
（
委
員
報
酬
ほ
か
）、
事
務
局
費
（
人
件
費
、
設
計
業

務
委
託
料
ほ
か
）

②
小
学
校
費　

3
億
3
5
1
0
万
4
千
円
…
学
校
管
理
費

（
人
件
費
、
上
御
糸
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
、
情
報
教

育
・
総
合
的
学
習
推
進
事
業
ほ
か
）、
教
育
振
興
費
（
学

力
調
査
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
借
上
、
就
学
援
助
、

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
ほ
か
）

③
中
学
校
費　

7
1
0
8
万
6
千
円
…
学
校
管
理
費
（
人

件
費
、
需
用
費
、
情
報
教
育
・
総
合
的
な
学
習
事
業
、

心
の
教
育
相
談
員
活
用
事
業
ほ
か
）、
教
育
振
興
費
（
学

力
調
査
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
借
上
、
就
学
援
助
、

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
ほ
か
）

④

幼

稚

園

費　

2

億

1
2
6
2
万
5
千
円
…

幼
稚
園
費
（
人
件
費
、

需
用
費
、
遊
戯
室
空
調

工
事
、
こ
ど
も
園
基
本

計
画
設
計
委
託
ほ
か
）

⑤
社
会
教
育
費　

1
億

7
6
0
8
万
8
千
円
…

社
会
教
育
総
務
費
（
人

件
費
ほ
か
）、
社
会
教

育
費
（
指
導
員
・
委
員
報
酬
ほ
か
）、
公
民
館
館
費
（
人

件
費
、
公
民
館
講
座
・
同
好
会
、
文
化
祭
ほ
か
）、
文
化

財
保
護
費
（
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、
斎
宮
跡
保
存
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
、
発
掘
調
査
受
託
ほ
か
）、
ふ
る
さ

と
会
館
費
（
指
定
管
理
者
委
託
、
図
書
購
入
ほ
か
）

⑥
保
健
体
育
費　

4
0
7
5
万
7
千
円
…
保
健
体
育
総
務

費
（
指
導
委
員
報
酬
、
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

補
助
ほ
か
）、
体
育
施
設
費
（
指
定
管
理
者
委
託
、
備
品

購
入
ほ
か
） 

【
公
債
費　

6
億
8
6
7
3
万
4
千
円
】

①
公
債
費　

6
億
8
6
7
3
万
4
千
円
…
元
金
（
定
時
償

還
元
金
）、
利
子
（
定
時
償
還
金
利
子
）

【
諸
支
出
金　

6
億
4
0
9
6
万
1
千
円
】

①
基
金
費　

1
億
3
0
9
6
万
1
千
円
…
教
育
・
福
祉
施

設
建
設
基
金
費
（
同
基
金
積
立
金
）、
一
般
財
政
調
整
基

金
費
（
同
基
金
積
立
金
）
ほ
か

②
開
発
公
社
費　

5
億
1
0
0
0
万
円
…
多
気
東
部
土
地

開
発
公
社
貸
付
金

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

※
各
費
内
訳
の
合
計
は
、
千
円
未
満
単
位
の
端
数
調
整
に

よ
っ
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

↖

スポーツまつり

通学路整備工（明星地内）

消防団出初め式
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特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

　平成24年度特別会計と水道事業会計（企業会

計）決算は、各グラフ等のとおりです。
※各グラフ等の内訳の計は、端数処理によって合計と一

致しない場合があります。各会計決算の詳細内容につい

ては、総務課（☎52・7111）へお問い合わせください。

繰入金  102,877千円

【斎宮跡保存事業特別会計】

県支出金 62,063千円

繰越金 1,121千円
諸収入   265千円

歳出 3億9,595万3千円

  国庫支出金
232,637千円

総務費 289,466千円
　公有財産購入費

  184,446千円

 体験学習施設等管理費

   25,483千円 ほか

公債費
 106,487千円

歳入 3億9,896万3千円

前期高齢者納付金等 340千円
老人保健拠出金    15千円
介護納付金    135,776千円

【国民健康保険特別会計】

共同事業拠出金 240,149千円

諸支出金 50,245千円
総務費 1,312千円

歳出 24億5,439万6千円

国民健康
保険税
 523,097千円

保険給付費
 1,689,931千円

後期高齢者支援金等
 317,266千円

国庫支出金
 524,035千円

療養給付費交付金
 197,768千円

前期高齢者交付金
 644,447千円

県支出金
 150,655千円

共同事業
交付金
 245,059千円

繰入金 159,830千円
繰越金 147,045千円
財産収入
 166千円
諸収入
 11,887千円

保健事業費 19,362千円
 保健事業費 2,360千円

 特定健康診査等事業費 17,002千円

歳入 26億398万9千円

諸収入 4千円
繰入金
 2,742千円

【住宅新築資金等貸付事業特別会計】

歳出 3,180万円

住宅新築資金等
貸付事業費
983千円

県支出金 499千円

貸付金等償還収入
 20,203千円

繰越金 39,706千円

公債費 30,817千円

歳入 6,315万4千円

国民健康保険特別会計：歳入2,603,989,201円、

歳 出 2,454,396,103 円、 歳 入 歳 出 差 引 額

149,593,098円の黒字となりました。

住宅新築資金等貸付事業特別会計：

歳入63,153,914円、歳出31,800,349

円、歳入歳出差引額31,353,565円の

黒字となりました。

後期高齢者医療
広域連合納付金
375,754千円

【後期高齢者医療特別会計】

総務費
7,118千円

諸支出金
 3,286千円

歳出 3億8,615万8千円

後期高齢者
医療保険料
137,974千円

繰入金
242,078千円

繰越金 5,712千円
諸収入 2,939千円

歳入 3億8,870万3千円

後期高齢者医療特別会計：歳入388,703,490円、

歳出386,157,572円、歳入歳出差引額2,545,918

円の黒字となりました。

平
成
24
年
度 

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算

斎宮跡保存事業特別会計：歳入398,962,936円、歳出

395,953,076円、歳入歳出差引額3,009,860円の黒字

となりました。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。特集 決算
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )

【農業集落排水事業特別会計】

諸支出金
 22,499千円

歳出 12億9,443万9千円

分担金及び負担金
 35,492千円
使用料及び手数料
 12,337千円

公債費 61,231千円

国庫支出金
 413,615
      千円

町債
 677,300
      千円

繰入金
 131,859千円繰越金

 22,076千円

財産収入 392千円
諸収入 10,754千円

事業費
1,210,709千円
 維持管理費

  20,493千円

 施設建設事業費

  1,179,810千円

　ほか

歳入 13億2,593万2千円

県支出金
 22,107千円

【介護保険特別会計】

諸支出金
 10,470千円

歳出 18億394万8千円

保険料
 358,384千円

国庫支出金
 425,915千円

支払基金交付金
 510,572千円

総務費 39,711千円

県支出金
 272,241千円

保険給付費
 1,714,725千円

財産収入
 191千円
諸収入
 3,269千円

繰入金
 264,928千円

繰越金
 53,541千円

地域支援事業費
 39,042千円

歳入 18億8,904万1千円

農業集落排水事業特別会計：歳入1,325,932,087円、

歳出1,294,439,080円、歳入歳出差引額31,493,007

円の黒字となりました。

公共下水道事業特別会計：歳入220,209,623円、

歳出212,861,941円、歳入歳出差引額7,347,682円

の黒字となりました。

介護保険特別会計：歳入1,889,040,649円、歳出

1,803,948,015円、歳入歳出差引額85,092,634円の

黒字となりました。

【公共下水道事業特別会計】

公債費
 113,550千円

歳出 2億1,286万2千円

分担金及び負担金
 5,670千円

国庫支出金
 7,900千円

町債 41,700千円
諸収入1千円

県支出金
 1,191千円

繰入金
113,998千円

繰越金
 5,914千円

事業費 99,312千円
 宮川流域下水道事業負担金

  42,068千円

 管路建設事業費 16,709千円

 維持管理費 35,815千円 ほか

歳入 2億2,021万円

使用料及び手数料
 43,836千円

【平成24年度水道事業(企業会計)決算】

区　　分 決　算　額

収益的収入

水道事業収益 377,499千円

　営業収益 362,143千円

　営業外収益 15,337千円

　特別利益 19千円

収益的支出

水道事業費用 332,498千円

　営業費用 265,929千円

　営業外費用 66,534千円

　特別損失 35千円

区　　分 決　算　額

資本的収入

資本的収入 362,666千円

　企業債 293,300千円

　他会計補助金 8,764千円

　出資金 37,217千円

　工事負担金 23,386千円

資本的支出

資本的支出 518,781千円

　建設改良費 366,438千円

　企業債償還金 152,343千円
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10
月
13
日
、
明
和
町
体
育
協
会

主
催
の
「
平
成
25
年
度
明
和
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
り
」
が
明
和
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
に
は
、
各
地

区
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
や
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の

皆
さ
ん
が
参
加
。
恒
例
の
校
区
対

抗
リ
レ
ー
や
地
区
別
の
年
代
別
リ

秋
空
の
下 

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

【
明
和
町
体
育
協
会
主
催
】

レ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ

る
六
色
玉
入
れ
な
ど
の
各
種
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
後
に
は
恒
例
の
抽
選
会

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
１
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
で
、
東

海
地
区
大
会
以
上
へ
の
出
場
・
県

大
会
３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
た

次
の
皆
さ
ん
が
、
町
長
・
町
体
育

協
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

平
成
24
年
度
後
期
分
　
明
和
町
長

表
彰
　
松
下
華
菜
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル平
成
24
年
度
後
期
分
　
明
和
町
体

育
協
会
長
表
彰

■
団
体
　
Ｍ
Ｊ
ク
ラ
ブ
・
雅
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
個
人
　
小
林
昭
洋
＝
障
害
者
陸

上
競
技
（
役
員
）、
石
田
圭
純
・

南
出
千
尋
＝
柔
道
、
尾
形
南
帆
＝

剣
道
、
深
瀬
凌
太
郎
＝
野
球
、
西

山
貴
穂
・
山
口
優
妃
・
東
谷
美
佑
・

小
林
奈
央
・
早
田
智
香
・
小
林
彩
・

濱
口
幸
美
・
須
賀
真
司
＝
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
嶋
田
有
利
子
＝
卓
球
、

中
西
理
緒
・
中
西
亮
子
・
中
西
昌

利
・
梅
枝
武
臣
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

松
本
康
奨
・
森
本
圭
祐
・
水
野
力

槻
・
森
井
義
和
・
中
出
啓
太
・
池

田
航
平
・
下
井
樹
・
西
村
悠
希
＝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
田
中
悠
貴
・
西

場
秀
伍
・
乾
颯
人
＝
陸
上
、
池
山

隼
也
・
田
所
和
幸
＝
フ
ッ
ト
サ
ル
、

宮
島
望
＝
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル

平
成
25
年
度
前
期
分
　
明
和
長
長

表
彰
　
竹
内
大
翔
・
鈴
木
優
空
＝

軟
式
野
球
、
乾
颯
人
＝
陸
上

平
成
25
年
度
前
期
分
　
明
和
町
体

育
協
会
長
表
彰

■
団
体
　
雅
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

旭
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
明
和
ク
ラ

ブ
・
楽
遊
ク
ラ
ブ
＝
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
明
和
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
同
男
子
剣
道
部

■
個
人
　
松
下
達
也
＝
柔
道
（
監

督
）、
朝
倉
正
浩
＝
剣
道
（
監
督
）、

早
川
進
也
＝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
宮

本
凌
河
・
潮
田
昌
寿
・
宮
本
や
ほ
・

南
出
千
尋
・
石
田
圭
純
＝
柔
道
、

奥
田
晶
貴
・
高
山
千
晴
・
江
崎
智

也
＝
剣
道
、
國
廣
駿
＝
弓
道
、
西

村
千
夏
＝
新
体
操
、
橘
咲
紀
＝
水

泳
、
副
田
温
斗
＝
硬
式
テ
ニ
ス
、

大
和
谷
直
生
・
西
山
佳
祐
＝
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
大
西
蓮
・
中
西
翔
碁
・

北
出
敦
也
＝
硬
式
野
球
、
田
村
風

月
・
西
山
貴
穂
・
山
口
優
妃
・
東

谷
美
佑
・
小
林
奈
央
・
早
田
智
香
・

松
嶋
俊
樹
・
田
畑
友
康
＝
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
嶋
田
有
利
子
＝
卓
球
、

中
山
陽
菜
・
中
山
颯
太
・
辻
井
清

加
・
中
西
理
緒
・
中
西
亮
子
・
梅

枝
武
臣
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
森
本

圭
祐
・
辻
崚
雅
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

奥
本
浩
平
・
吉
川
雄
貴
＝
陸
上
、

宮
島
望
＝
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル

町
長
・
町
体
育
協
会
長

表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

まちの話題
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

スポーツ少年団によるビックボールパス

明和音頭などの踊りも

各地区が熱心に応援

ボールでリレー

老人クラブ連合会による六色玉入れ

年代別リレー

8



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

歌
謡
な
ど
の
初
心
者
講
座
を
開
催

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉
法
人

ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
厚
生
会(

☎
55
・

８
８
０
０)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
９
月
14
日
、
志
貴
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
明
和

で
「
大
人
の
学
校
ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト

大
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
第
１
回
学
習
会

で
は
校
長
を
務
め
る
元
教
諭
の
西

村
雄
輔
さ
ん
が
今
後
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
こ
の
学
校
は
、
施
設
入
居
者
と

地
域
の
交
流
を
目
的
に
、
県
の
支

援
を
受
け
て
開
校
し
た
も
の
で
、

40
歳
代
か
ら
80
代
の
男
女
約
30
人

が
入
校
し
ま
し
た
。
今
後
は
月
１

回
の
定
例
学
習
会
や
囲
碁
、
手
芸
、

大
人
の
学
校
　
開
校

～
志
貴
の
ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
～

ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
児
童
ら

が
楽
し
そ
う
に
競
っ
て
ボ
ー
ル
を

投
げ
入
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
斎
宮
幼
稚
園
で
行
わ
れ

た
「
よ
う
こ
そ
！
そ
ら
の
た
び

へ
！
」（
表
紙
写
真
）
で
は
、
４

歳
児
の
親
子
が
仲
良
く
競
技
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
町
内
の
２
小
学
校
、
３
幼

稚
園
、
３
保
育
所
で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
21
日
の
上
御
糸
小
学
校
運

動
会
で
は
、
さ
わ
や
か
な
天
候
の

な
か
演
技
が
お
こ
な
わ
れ
、
短
距

離
走
で
は
児
童
ら
が
懸
命
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

28
日
の
明
星
小
学
校
運
動
会
で

も
多
く
の
演
技
が
行
わ
れ
、
５
・

６
年
生
が
参
加
す
る
「
レ
イ
ン
ボ

斎宮幼稚園

小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
運
動
会

明星小学校 上御糸小学校

なりひら保育所

明和町保護司会・更生保護
女性の会の社会参加活動

9月15日、明和町保護司会・更生保護女

性の会主催の「社会参加活動」が明和町

中央公民館で行われました。

社会参加活動は、参加した少年たちに支

援者の皆さんとの共同作業を通じて、労

働の意義や喜びを体験してもらおうと、

毎年この時期に行われています。

この日は、多気郡・松阪市保護区などか

ら、保護観察対象者と津保護観察所の担

当保護観察官、明和町長・明和町社会福

祉協議会会長、支援者の皆さんなどが参

加し、参加者全員の共同作業でみかんジ

ュース作りを行いました。

社会参加活動の様子

まちの話題
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

西村校長の説明を熱心に聞いていました
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
初

期
に
は
安
い
合
皮
製
品
に
押
さ
れ

て
衰
退
し
た
こ
と
か
ら
三
忠
も
廃

業
し
、
擬
革
紙
の
加
工
技
術
も
途

絶
え
ま
し
た
。

　
新
茶
屋
の
堀
木
　
茂
さ
ん
が
、

35
年
ほ
ど
前
に
自
宅
の
蔵
を
取
り

壊
す
際
に
擬
革
紙
を
発
見
し
、
擬

革
紙
の
復
活
を
め
ざ
し
て
玉
城
町

の
有
志
の
人
と
と
も
に
参
宮
ブ
ラ

ン
ド
「
擬
革
紙
」
の
会
を
結
成
し

て
研
究
・
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
本
年
９
月
に
擬
革
紙
を

甦
ら
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
重
県

の
「
指
定
伝
統
工
芸
品
」
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
名
刺
入
れ
や
帽
子
な

ど
擬
革
紙
を
用
い
た
新
し
い
製
品

を
作
成
。
販
売
に
向
け
、
耐
久
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
る
段
階
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
12
月
23
日
（
月
）
ま
で
伊

勢
市
に
あ
る
「
せ
ん
ぐ
う
館
」
に

お
い
て
企
画
展
「
参
宮
み
や
げ
―

神
宮
に
寄
せ
る
思
い
―
」
で
擬
革

紙
煙
草
入
れ
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ま
ち
か
ど
博
物

館
　
擬
革
紙
煙
草
入
れ
資
料
館

「
三
忠
（
新
茶
屋
１
８
０
　
☎
52
・

０
７
０
１)

」
の
堀
木
さ
ん
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まちかど博物館「三忠」

擬革紙について語る「三忠」の堀木さん

　
新
茶
屋
に
あ
る
ま
ち
か
ど
博
物

館
「
三
忠
」
に
は
擬
革
紙
に
関
す

る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
擬
革
紙
」
は
和
紙
の
油
紙
に

し
わ
を
付
け
加
工
し
た
、
動
物
の

革
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
紙
製
品

で
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
紙
と

は
思
え
な
い
質
感
や
光
沢
が
特
徴

で
す
。

　
参
宮
街
道
沿
い
の
商
店
「
三
忠
」

の
三
島
屋
忠
次
郎
が
油
紙
を
改
良

し
て
考
案
し
た
と
さ
れ
、
堀
木
さ

ん
は
そ
の
子
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
擬
革
紙
の

壁
紙
を
作
成
し
、
パ
リ
万
博
に
出

展
、
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
海
外

に
輸
出
さ
れ
世
界
的
に
知
ら
れ
る

【
ご
紹
介
し
ま
す
】

ま
ち
か
ど
博
物
館
　
～
三
忠
～

復活した擬革紙

まちの話題
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

　
明
星
新
町
自
治
会
で
は
自
主
防
災

隊
を
設
立
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

に
よ
り
機
動
的
に
活
動
で
き
る
よ

う
、「
機
動
部
」
を
設
け
て
自
主
防

災
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
機
動
部
は
設
立
か
ら
約
３
年
で
、

現
在
は
町
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
青
壮

年
層
中
心
の
10
人
で
組
織
さ
れ
て
お

り
、
通
常
の
消
火
訓
練
の
ほ
か
消
防

水
利
の
確
認
、
活
動
計
画
の
作
成
な

ど
を
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
部
長
の
山
本
哲
也
さ
ん
は
「
災
害
時
に
は
行
政
の
公
助
は
限
界
が

あ
り
、「
自
助
」
が
基
本
。
ま
ず
は
自
分
の
安
全
、
家
族
の
安
全
、
そ

し
て
地
域
の
安
全
と
順
番
に
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
。」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
部
員
が
月
１
回
程
度
集
ま
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

※
詳
し
い
こ
と
は
部
長
の
山
本
哲
也
さ
ん(

☎
52
・
５
５
８
７)

へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
主
防
災
活
動
を
推
進
】

明
星
新
町
自
主
防
災
隊
　
機
動
部

放水訓練

今後の取り組みについて打合せ

10



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。
 

９
５
０
人
が
長
寿
を
お
祝
い

 

平
成
25
年
度
敬
老
福
祉
大
会

【
町
老
ク
連
と
町
が
共
催
】

10
月
６
日
、総
合
体
育
館
で
「
平

成
25
年
度
明
和
町
敬
老
福
祉
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
福
祉
大
会
は
、
町
内
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
、

演
芸
大
会
な
ど
を
通
じ
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
ぼ
く
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
明
和
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
乾
　
良
市
会
長
）

と
明
和
町
が
例
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
と
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
ら
約
９
５
０
人
が
参
加
。

式
典
で
は
、
こ
の
１
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
会
員
へ
の
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

で
町
内
各
地
区
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
お
名
前
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て

大
会
宣
言
と
万
歳
三
唱
を
行
い
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
町
制
55
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
や
演
芸
会
が
行
わ

れ
、
演
芸
会
で
は
、
町
内
各
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
出
演
。
唄

や
踊
り
な
ど
多
彩
な
演
芸
が
披
露

　
明
和
町
で
は
敬
老
福
祉
大
会
の

日
を
前
に
、
町
内
の
最
高
齢
者
を

は
じ
め
、
平
成
25
年
度
の
１
０
０

歳
到
達
者
や
、
夫
婦
と
も
に
88
歳

以
上
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
長

寿
の
お
祝
い
の
祝
詞
と
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
に
は
坂
本
の
山
路
力

さ
ん
、
節
子
さ
ん
ご
夫
婦
宅
を
中

井
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　
山
路
さ
ん
夫
婦
は
「
３
度
の
食

事
を
腹
八
分
目
に
食
べ
る
。
趣
味

の
弓
道
と
大
正
琴
に
励
ん
で
い
る

こ
と
が
長
生
き
で
き
た
秘
訣
か
と

思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
祝
詞
な
ど
を
お
贈

り
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
町
内
最
高
齢
者

橋
爪
と
く
（
１
０
４
歳
、
大
淀
乙
）

■
１
０
０
歳
到
達
者

曽
野
幸
平
（
大
淀
）

相
川
保
次
郎
（
馬
之
上
）

丹
合
あ
き
ゑ
（
前
野
）

■
88
歳
以
上
夫
婦

北
原
成
樹
・
薫
（
大
淀
）、
世
古

口
文
男
・
鈴
子
（
大
淀
甲
）、
山

 

町
内
ご
長
寿
の 

皆
さ
ん
に
祝
詞
を
贈
呈

【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

路
力
・
節
子
（
坂

本
）、
内
田
幸
平
・

千
枝
（
坂
本
）、
中

西
文
郎
・
嘉
與
子

（
坂
本
）、
寺
前
克

已
・
た
か
（
佐
田
）、

北
山
博
一
・
ち
よ

（
上
村
）、
西
村
鉃

雄
・
サ
ト
子
（
金

剛
坂
）、
長
谷
川
光

次
・
て
る
子
（
斎

宮
）、
小
林
直
一
・

す
み
の
（
池
村
）

写真は山路力さんご夫婦と町長

さ
れ
ま
し
た
。

演歌ショーも行われました

まちの話題
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

怪
我
に
注
意
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

乾
さ
ん
は
10
月
18
日
～
20
日
に

愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
第
７
回
日

本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

に
も
出
場
さ
れ
ま
す
。

喜びと抱負を語る乾颯人さん（写真左）

９
月
29
日
、
第
１
回
全
国
高
等

学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会
（
８
月

31
日
～
９
月
１
日
　
大
阪
市
）
に

出
場
し
、
八
種
競
技
で
準
優
勝
し

た
乾
　
颯
人
さ
ん
（
明
星
、
宇
治

山
田
商
業
高
等
学
校
２
年
）
が
、

町
長
を
訪
問
し
て
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。

乾
さ
ん
は
「
怪
我
の
後
だ
っ
た

が
好
成
績
が
残
せ
た
。
次
の
大
会

で
は
よ
り
好
成
績
が
出
せ
る
よ
う

陸
上
競
技
で
全
国
大
会
準
優
勝

　
次
の
全
国
大
会
へ

【
乾
さ
ん
】
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平
成
25
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
２
８
０
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
82
億
７
９
４
０
万
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内

一

般

会

計

の

補

正

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
１
２
３
９
万
８
千
円

増
額

　
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
補

助
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
費

補
助
の
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
３
５
２
３
万
１
千
円

増
額

　
三
重
県
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
補
助
な
ど

■
衛
生
費
＝
70
万
８
千
円
増
額

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
の
増
額
な
ど

■
農
林
水
産
業
費
＝
２
１
５
８
万

９
千
円
増
額

　
水
田
集
積
事
業
助
成
、
土
地
改

良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
委

託
料
の
増
額
な
ど

■
商
工
費
＝
42
万
１
千
円
増
額

　
事
業
所
設
置
奨
励
金
の
増
額
な

ど■
土
木
費
＝
１
６
７
万
円
増
額

　
狭
あ
い
道
路
整
備
等
等
促
進
事

業
測
量
設
計
等
業
務
委
託
料
の
増

額
な
ど

■
消
防
費
＝
32
万
４
千
円
増
額

　
消
防
団
分
団
車
庫
待
機
所
備
品

購
入
な
ど

■
教
育
費
＝
９
９
７
５
万
９
千
円

増
額

　
明
星
こ
ど
も
園
施
設
用
地
購
入

費
、
坂
本
古
墳
群
整
備
事
業
土
地

購
入
費
の
増
額
な
ど

■
諸
支
出
金
＝
３
億
３
０
７
０
万

円
増
額

　
一
般
財
政
調
整
基
金
積
立

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
国
庫

支
出
金
１
２
３
万
円
、
県
支
出
金

４
７
４
２
万
２
千
円
、
繰
入
金
９

０
９
万
５
千
円
、
繰
越
金
１
７
２

７
万
３
千
円
、
諸
収
入
９
７
０
８

万
円
と
町
債
３
億
３
０
７
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
等
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

18
万
１
千
円
増
額
（
総
額
３
億
７

４
５
３
万
円
）

　
案
内
標
識
設
置
工
事
の
増
額
な

ど■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
58

万
円
増
額
（
総
額
25
億
２
８
３
８

万
円
）

　
前
期
高
齢
者
納
付
金
等
の
増
額

■
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
２
７
０

０
万
１
千
円
増
額
（
総
額
21
億
１

４
０
０
万
１
千
円
）

　
過
年
度
国
庫
支
出
金
等
返
還
金

の
増
額
な
ど

■
水
道
事
業
会
計
＝
収
益
的
支
出

を
２
０
０
万
円
増
額

　
各
会
計
補
正
予
算
関
係
の
ほ

か
、
可
決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
等
の
補
正

そ
の
ほ
か
の
議
案
・ 

認
定
・
発
議

平
成
25
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
11
日
か
ら
20
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
木
造
住
宅
耐
震

補
強
工
事
補
助
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
増
額
な
ど
）
を

は
じ
め
、
特
別
会
計
補
正
予
算
や
平
成
24
年
度
各
会
計
の
決
算
な
ど
を

審
議
し
、
21
案
件
（
同
意
１
件
、
議
案
６
件
、
認
定
９
件
、
発
議
５
件
）

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
平
成
25
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
】

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
21
案
件
を
審
議
・
可
決

【
同
　
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

【
議
　
案
】

■
平
成
24
年
度
明
和
町
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

【
認
　
定
】

■
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
本
紙
２
～
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
発
　
議
】

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続
と
更
な
る
充
実
を
求
め
る
意

見
書

■
「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
の

着
実
な
実
施
と
教
育
予
算
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

■
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学
・

修
学
支
援
に
関
わ
る
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

■
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め

と
し
た
総
合
的
な
学
校
安
全
対
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

■
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書

11月の日曜（窓口）開庁予定日のお知らせ

11 月の日曜（窓

口）開庁予定日は

次のとおりです。

平日に役場のご利

用が困難な人は、

ぜひ、日曜（窓口）

開庁をご利用くだ

さい。

■ 11 月の日曜（窓口）開庁予定日時　11 月 3日・

10 日・17 日・24 日 ( 各日曜日 )、各日とも午前８

時 30 分〜正午・午後１時〜５時 15 分

※取扱事務は「窓口事務」が中心になります。詳

細内容は、事前に町ホームページ（ ht t p : / /

www . t own .me iwa .m i e . j p /）をご覧いただくか、

総務課（☎ 52・7111）へお問い合わせください。

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）
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三
重
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
19

日
か
ら
、
13
円
引
き
上
げ
ら
れ
て

「
時
間
額
７
３
７
円
」
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇

用
形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で

働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す

る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、

三
重
県
最
低
賃
金
と
は
別
に
、
産

業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
対
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

取
り
組
む
中
小
企
業
事
業
主
の
皆

さ
ま
の
た
め
に
、
無
料
相
談
窓
口

「
中
小
企
業
相
談
支
援
事
業
・
三

重
県
最
低
賃
金
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
（
津
市
丸
之
内
養
正
町
４
―
１

森
永
三
重
ビ
ル
３
Ｆ
三
重
県
経
営

者
協
会
内
☎
０
５
９
・
２
２
６
・

０
０
３
３
）」
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
三
重
労
働
局

賃
金
室
（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・

２
１
０
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

三
重
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
７
３
７
円
に
改
定

明
和
町
で
は
、
平
成
26
年
度
使
用
の
納
税
通
知
書
用
封
筒
に
掲
載
す
る

「
有
料
企
業
広
告
（
平
成
26
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
ま
た
は
在
庫
終
了
ま

で
）」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
　
10
月
30
日（
水
）〜
12
月
６
日（
金
）

■
募
集
対
象

　
　
町
内
に
本
店
・
支
店
な
ど
を
置
く
法
人
、
町
内
に
事
務
所
を
置
く
各

種
団
体
・
個
人
事
業
者
な
ど

■
募
集
広
告

　
各
種
封
筒
の
裏
面
に
最
大
２
枠
、
１
枠
あ
た
り
縦
25
㍉
×
横
80
㍉

■
封
筒
の
種
類（
使
用
時
期
・
規
格
・
枚
数
）と
１
枠
あ
た
り
掲
載
料
金

　
①�

町
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書
用
封
筒
（
６
月
の
ほ
か
随
時
郵

送
で
使
用
、
１
２
０
㍉
×
２
２
５
㍉
、
８
０
０
０
枚
）＝
２
万
円

　
②�

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
用
封
筒
（
４
月
の
ほ
か
随
時
郵
送
で

使
用
、
同
、
１
万
１
０
０
０
枚
）
＝
２
万
７
０
０
０
円

　
③�

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
用
封
筒
（
４
月
・
７
月
の
ほ
か
随

時
郵
送
で
使
用
、
同
、
１
万
枚
）＝
２
万
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　
　
所
定
の
申
込
書
（
防
災
企
画
課
窓
口
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
広
告
原
稿
を
添
え
て
、
土
曜
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
防
災
企
画
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

各
種
封
筒
の
具
体
的
な
使
用
時
期
な
ど
、
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
防
災
企

画
課
（
☎
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平
成
26
年
度 

明
和
町
公
用
封
筒
の
有
料
企
業
広
告
を
募
集

職場のトラブルについてご相談ください
　三重労働局の各総合労働相談コーナーでは、パワハラ、職場での上下関係に関する悩み、サービス残業等、職場

での悩みや相談に対して、紛争当事者に対して指導、助言やあっせん（話合いの機会）を行っています。

　相談窓口は、県内の７箇所に総合労働相談コーナーが設置されておりますのでご利用ください。

　詳細は三重労働局総務部企画室（☎ 059・226・2110）にお問い合わせください。

　なお、三重労働局ホームページ（http://www.mie-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）もご参照ください。

相談窓口 所在地 電話番号

三重労働局総合労働相談コーナー 津市島崎町 327-2（三重労働局総務部企画室） 059・226・2110

四日市総合労働相談コーナー 四日市市新正 2-5-23（四日市労働基準監督署内） 059・352・9776

松阪総合労働相談コーナー 松阪市高町 493-6（松阪労働基準監督署内） 0598・51・0015

津総合労働相談コーナー 津市島崎町 327-2（津労働基準監督署内） 059・227・1282

伊勢総合労働相談コーナー 伊勢市船江 1-12-16（伊勢労働基準監督署内） 0596・28・2164

伊賀総合労働相談コーナー 伊賀市緑ヶ丘本町 1507-3（伊賀労働基準監督署内） 0595・21・0802

熊野総合労働相談コーナー 熊野市井戸町 672-3（熊野労働基準監督署内） 0597・85・2277
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Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み

を
土
に
返
す
方
法
を
学
び
環
境
に

優
し
い
生
活
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

（
い
せ
ト
ピ
ア
の
「
ま
な
び
の
パ

ス
ポ
ー
ト
」
の
対
象
に
な
り
ま

す
。）

■
日
時
　
11
月
23
日
（
土
）　
午

前
10
時
～
正
午
ま
で

■
場
所
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ〒
５
１
５
―
０
５
０
５
　
伊
勢
市

西
豊
浜
町
６
５
３

■
持
ち
物
　
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝

以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

■
定
員
　
30
人
（
１
家
族
1
人
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
申
込
み
　
11
月
12
日
（
火
）
よ

り
受
付
け
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
（
☎
38
・
２
８
０
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
食
油
（
ご
家
庭
で
不
要
と
な

っ
た
食
用
油
）
は
、
そ
の
ま
ま
排

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」

講
習
会
参
加
者
募
集

 

11
月
２
日
に

 

廃
食
油
を
回
収
し
ま
す

【
人
権
生
活
環
境
課
】

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
分

別
・
収
集
さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
類
」
は
、
明
和
町

な
ど
広
域
の
市
町
で
構
成
す
る
伊

勢
広
域
環
境
組
合
か
ら
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
て
、

文
房
具
や
日
用
雑
貨
等
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
容
器
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
改
正
に
伴
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
促
進
す
る
た
め
に
質
の
高
い

分
別
収
集
を
行
っ
た
市
町
や
広
域

組
合
等
に
対
し
て
「
再
商
品
化
合

【
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】

資
源
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
ほ
か
）

　
の
分
別
収
集

理
化
拠
出
金
」
が
支
払
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
、
伊
勢
広
域
環
境
組
合
で

は
平
成
24
年
度
分
と
し
て
約

78
万
３
千
円
の
拠
出
金
を
受
給
で

き
ま
し
た
（
こ
の
拠
出
金
は
、
毎

年
す
べ
て
の
市
町
や
広
域
組
合
が

受
給
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。今後

と
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
を
は
じ
め
、
ご
み
の

分
別
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
寒
い
季
節
に
な
る
と
鍋
料
理
な

ど
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
ご
み
で
出
す
こ
と
も
多
く
な

り
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
に
は
、
町
内
で
収
集

し
た
缶
・
金
属
類
の
中
に
混
入
し

て
い
た
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
が
原

因
と
思
わ
れ
る
ご
み
収
集
車
の
車

両
火
災
が
２
回
発
生
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

ご
み
の
出
し
方
、
減
量
化
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
、

ス
プ
レ
ー
缶
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
の
ガ
ス
が
残
っ
た
状
態
で
収
集

を
す
る
と
、
収
集
車
の
車
両
火
災

や
清
掃
工
場
の
処
理
施
設
で
の
爆

発
な
ど
重
大
な
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
カ
セ

ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
等
は
、
中
身
を
使

い
切
り
、
火
気
の
な
い
と
こ
ろ
で

必
ず
穴
を
開
け
て
か
ら
集
積
場
へ

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
人
権
生
活
環

境
課
環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎

52
・
７
１
１
７
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
分
別
等
に
つ
い
て
、
詳
し

い
こ
と
は
人
権
生
活
環
境
課
環
境
・

住
民
協
働
係
（
☎
52
・
７
１
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
セ
ッ
ト
式
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
等
の

出
し
方
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

水
路
へ
流
す
と
川
や
海
の
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
石
け
ん
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

明
和
町
で
は
、
第
39
回
町
民
文

化
祭
開
催
期
間
中
、
次
の
と
お
り

廃
食
油
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
廃

食
油
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
廃
食
油
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
石
け
ん
を
お
渡
し
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
廃
食
油
の
回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
収
日
時
　
11
月
２
日（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
回
収
場
所
　
明
和
町
総
合
体
育

館
入
り
口
付
近

※
準
備
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん

の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
品
切

れ
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課
環

境
・

住

民

協

働

係
（

☎

52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

■
回
収
日
時
　
11
月
17
日
（
日
）　

午
前
８
時
〜
９
時

■
集
合
時
間
　
各
自
治
会
で
決
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
回
収
区
域
　
集
落
の
周
辺

※
交
通
量
の
多
い
所
や
踏
切
周
辺

等
の
危
険
な
所
は
避
け
、
安
全
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
き
れ
い
な
町
を
め
ざ
し
て
】

11
月
17
日
に 

空
き
缶
ゼ
ロ
運
動

皆
さ
ん 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

明
和
町
と
明
和
町
環
境
対
策
推
進
委
員
会
は
本
年
の
「
空
き
缶
ゼ
ロ

運
動
環
境
美
化
行
動
の
日
」
を
11
月
17
日
（
日
）
に
定
め
、
全
町
一
体

と
な
っ
て
空
き
缶
な
ど
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
町
が
、
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

が
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
、
き
れ
い
な
町
に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
日
曜
座
談
会 

11
月
17
日
・
12
月
15
日

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
11
月
と
12
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
11
月
17
日
（
日
）　
午
後
１
時
〜
４
時
…
申
込
期
限
＝
11
月

11
日
（
月
）、
②
12
月
15
日
（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝

12
月
９
日
（
月
）　
■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町

内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
防
災
企
画
課
（
☎
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )

町特産品をお贈りします（写真はイメージです）

を
通
じ
て
実
現
で
き
る
よ
う
、
寄

付
金
税
制
を
拡
充
し
、
寄
附
を
し

や
す
く
し
た
制
度
で
す
。

　
地
方
公
共
団
体（
明
和
町
な
ど
）

に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用

下
限
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
所
得
税

と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ
て
全
額

控
除
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
に
こ
の
制
度
を
ご
活

用
い
た
だ
き
、
町
を
応
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
付
の
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
、

防
災
企
画
課
（
☎
52
・
７
１
１
２
）

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
回
収
用
の
袋
　
各
自
治
会
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

■
回
収
す
る
も
の
　
空
き
缶
、
空

き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

■
回
収
し
た
空
き
缶
な
ど
の
収
集

自
治
会
で
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
か
ら
出
た

ゴ
ミ
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
中
止
の
場
合
　
午
前
７
時
す
ぎ

に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
8
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

1
万
円
以
上
寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
町
外
の
か
た
に
、
町
特
産
品
の

詰
め
合
わ
せ
を
お
贈
り
す
る
特
典

制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
特
産
品
の
内
容
は
、
ち
り
め
ん

せ
ん
べ
い
、
伊
勢
ひ
じ
き
、
御
絲

織
の
ハ
ン
カ
チ
な
ど
２
０
０
０
円

相
当
で
す
。（
時
季
に
よ
っ
て
特

産
品
の
内
容
は
変
わ
り
ま
す
。）

　「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
「
寄
附
」

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

特
典
制
度
ス
タ
ー
ト

三河川の水質

� 採水日 （平成 25 年 9月 11 日）

河川名
項　　　目

ＰＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ

祓　川（下御糸橋） 7.1 0.6 4.0 6.8

笹笛川（八木戸橋） 7.0 0.8 6.6 6.3

大堀川（大堀川橋） 6.5 0.8 3.8 6.5

参考：B類型（笹笛

川）の環境基準値

6.5 以上

8.5 以下
3.0 以下 25.0 以下 5.0 以上

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前

後が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が

微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川

の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊してい

る微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素

量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できな

くなる）

※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝mg/ℓ
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◆
参
加
費
　
１
５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
万
能
バ
サ
ミ
、
新
聞

紙◆
申
込
期
間
　
11
月
26
日
（
火
）

～
29
日
（
金
）

　
竹
や
松
を
使
っ
て
、
新
年
を
彩

る
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時
　
12
月
９
日
（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
天
野
ち
あ
き
さ
ん

◆
参
加
費
　
２
５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
Ｌ
の
ゴ
ミ
袋
・
新

聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
期
間
　
11
月
19
日
（
火
）

～
22
日
（
金
）

　
少
し
早
い
で
す
が
、
陶
板
を
使

っ
て
、
節
分
に
ち
な
ん
だ
置
物
等

○�

お
正
月
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

○
“
節
分
”
陶
芸
教
室

　「
来
年
の
干
支
」
を
ミ
ニ
色
紙

で
作
り
ま
す
。

◆
日
時
　
11
月
25
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
山
中
師
之
さ
ん

◆
参
加
費
　
５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
新
聞
紙

◆
申
込
期
間
　
11
月
19
日
（
火
）

～
22
日
（
金
）

　
強
力
粉
を
捏
ね
て
練
っ
て
…
…

を
繰
り
返
し
、
パ
ン
作
り
の
基
本

を
学
び
ま
す
。

　 

時
間
を
か
け
て
手
作
り
し
た

○�
伊
勢
型
紙
で
干
支
飾
り

を
作
ろ
う
！

○
パ
ン
を
作
ろ
う
！

パ
ン
の
味
は
格
別
で
す
。

　
ワ
イ
ワ
イ
が
や
が
や
と
、
み
ん

な
で
楽
し
く
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
　
11
月
27
日
（
水
）

　
午
前
の
部

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
定
員
　
各
回
10
人
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
荒
木
義
晃
さ
ん
　
森
下

真
里
さ
ん

◆
参
加
費
　
１
０
０
０
円

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
パ
ン
を
持
ち
帰
る
入
れ

物◆
申
込
期
間
　
11
月
５
日
（
火
）

～
８
日
（
金
）

　
稲
わ
ら
を
使
っ
て
注
連
飾
り
を

作
り
ま
す
。

　
祖
民
将
来
や
家
内
安
全
の
札
や

橙
を
付
け
る
と
、
り
っ
ぱ
な
注
連

飾
り
の
完
成
で
す
。

◆
日
時
　
12
月
６
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
４
時

◆
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

◆
講
師
　
沖
塚
正
美
さ
ん
（
沖
塚

し
め
な
わ
工
房
代
表
）

○
注
連
飾
り
を
作
ろ
う
！

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

を
自
由
に
作
り
ま
す
。

　
壁
掛
け
や
、
置
物
な
ど
、
粘
土

細
工
の
感
覚
で
一
緒
に
遊
び
ま
し

ょ
う
。

◆
日
時
　
12
月
12
日
（
木
）

　
午
前
の
部

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
定
員
　
午
前
午
後
と
も
　
２
０

人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
講
師
　
印
藤
友
一
さ
ん
　
印
藤

幸
恵
さ
ん
（
大
台
町
　
幸
翔
窯
）

◆
参
加
費
　
２
０
０
０
円

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

等◆
申
込
期
間
　
11
月
26
日
（
火
）

～
29
日
（
金
）

　
　

　
各
講
座
と
も
会
場
は
、
明
和
町

人
権
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
受
講
資
格
は
、
町
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
人
と
し
、
申
し
込
み
期

間
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時
に
直

接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
１
回
の
申
し
込
み
に

つ
き
ひ
と
り
分
の
参
加
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
な
お
、
各
回
の
申
込
み
人
数
が

10
人
に
満
た
な
い
と
き
は
、
中
止

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
連
続
人
権
講
座
（
２
回
目
、
３

回
目
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
第
２
回
】

■
日
時
　
11
月
12
日
（
火
）　
午

後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

中
会
議
室

■
演
題
　『
人
権
の
世
間
』
を
つ

く
る

■
講
師
　
奥
田
　
均
さ
ん
（
近
畿

大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
）

■
申
し
込
み
　
不
要

【
第
３
回
】

■
日
時
　
11
月
26
日
（
火
）　
午

後
７
時
30
分
～
９
時

連
続
人
権
講
座
の
ご
案
内

【
ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
企
画
】

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

中
会
議
室

■
演
題
　『
い
じ
め
に
つ
い
て
考

え
よ
う
！
』
～
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
～

■
講
師
　
大
谷
眞
砂
子
さ
ん
（
じ

ん
け
ん
楽
習
塾
・
Ｖ
Ａ
Ｗ
研
究
会
）

■
申
し
込
み
　
不
要

■
そ
の
他
　
そ
の
ほ
か
手
話
通
訳

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
１
週
間
前

ま
で
に
人
権
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
人
権
セ
ン
タ
ー
（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
人
権
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
工
事
中

の
た
め
、
今
年
度
の
会
場
は
「
中

央
公
民
館
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
近
江
八
幡
に
あ
る
あ
き
ん
ど
の

里
で
ガ
ラ
ス
の
器
に
砂
を
吹
き
付

け
て
傷
を
つ
け
絵
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験

を
し
ま
す
。

　
午
後
は
、
近
江
八
幡
市
内
を
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
か
た

に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
自

由
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

■
日
時
　

近
江
八
幡
へ
行
こ
う
！

　【
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
の

　
　
参
加
者
募
集
】

　
第
１
回
　
12
月
２
日
（
月
）
午

前
７
時
出
発
～
午
後
７
時
帰
着
予

定　
第
２
回
　
12
月
10
日
（
火
）
午

前
７
時
出
発
～
午
後
７
時
帰
着
予

定■
場
所
　
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
内

■
内
容
　
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験

と
自
由
散
策

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
旅
行

保
険
料
・
食
事
代
・
体
験
料
含
）

■
定
員
　
各
回
40
人
（
先
着
）

な
お
各
回
20
人
に
達
し
な
い
場
合

は
、
２
日
（
月
）
の
み
の
開
催
と

し
ま
す
。

■
対
象
者
　
町
内
在
住
の
20
才
以

上
の
か
た

■
募
集
期
間
　
11
月
12
日
（
火
）

～
15
日
（
金
）　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
二

人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、人
権
セ
ン
タ
ー（
☎

55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
映
画
上

映
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

11
月
22
日
に

映
画
上
映
会
を
開
催

　
忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　■
日
時
　
11
月
22
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

■
場
所
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
映
画
「
天
国
ま
で
の
百

マ
イ
ル
」
上
映

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【ご利用ください】
女 性 の 人 権 ホ ッ ト ラ イ ン
☎0570・070・810 ( 全国共通 )

11月18日 ( 月 ) 〜24日 ( 日 ) は、全国一斉「女
性の人権ホットライン」強化週間です。
津地方法務局と三重県人権擁護委員連合会
では、ＤＶやストーカー行為など、女性をめ
ぐるさまざまな人権に関する専用電話相談窓
口「女性の人権ホットライン」を開設してい
ます。
相談は無料で、秘密は厳守されます。皆さん、
お気軽にご相談ください。
■受付時間　（強化週間中）平日＝午前８時
30分〜午後７時、土・日曜日＝午前10時〜
午後５時
※詳しくは、津地方法務局人権擁護課（☎
059・228・4193）へお問い合わせください。

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )

今月の人権ニュース
　11月25日は「女性に対する暴力撤廃デー」です。

　世界中で何百万人もの女性と女児が、ひどい人

権侵害にさらされて暴力を受け、命を奪われてい

ます。戦場、家庭、街中、学校、あるいは自分た

ちのコミュニティにおいて、生涯のいずれかの時

点で身体的または性的暴力を受けた経験のある女

性は7割にも達しています。すべての妊産婦の4分

の1が何らかの被害を受けています。日本におい

ても、内閣府の調査によると女性の10.8％が配偶

者から身体的暴行、心理的攻撃、性的強要のいず

れかを1つでも受けたことが「何度もあった」と

答えています。

　国連総会がこの日を定めてから、14年になりま

すが、1991年からは、この日から16日間を「暴

力反対のための行動する16日間」として定め、国

連機関が世界中の個人や団体に女性と女児へのあ

らゆる暴力を根絶するための行動を起こすよう呼

びかける国際的なキャンペーンを実施していま

す。また、日本でも11月12日から25日までの2週

間「女性に対する暴力をなくす運動」を呼びかけ

ています。

　私たちは、「女性に対する暴力撤廃デー」を契

機として、この日本においても女性に対する暴力

の現状について知り、様々な防止対策について考

えるなど、行動につなげていきましょう。
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■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

■
場
所
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
（
現

地
集
合
）

※
雨
天
中
止

◎
お
は
な
し
会

■
日
時
　
11
月
14
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
、
予
約
不
要

■
内
容
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ド
な
ど
も
行
い
ま

す
。

◎
寄
せ
植
え
を
し
よ
う

■
日
時
　
11
月
18
日
（
月
）
午
前

10
時
～
11
時

■
定
員
　
15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み
、

※
花
代
と
し
て
５
０
０
円
ご
用
意

下
さ
い
。

◎
秋
の
自
然
物
で
製
作
し
て
み
よ

う
！

■
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）、
22

日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時

■
定
員
　
10
人
、
参
加
を
希
望
す

る
方
は
電
話
で
申
し
込
み

■
内
容
　
木
の
実
を
使
っ
た
製
作

を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
ク
ラ

ブ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
ク

ラ
ブ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、U
R
L
h
ttp://

w
w
w
.toyotsujidou.com

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
＝
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

■
所
在
地
＝
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮

３
５
３
５
―
１
）
２
階

■
開
所
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と
祝

日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

　
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー
で
は
、
自
死
遺
族
の
集
い
〝
わ

か
ち
あ
い
の
会
〟
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
わ
か
ち
あ
い
の
会
は
、
ご
家
族

を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
が
胸
の

内
を
語
り
合
い
、
思
い
を
わ
か
ち

あ
う
場
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
語
り
、
聴
く
こ
と
で
、
少
し
で

も
心
を
安
ら
げ
て
い
く
機
会
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
人
の

話
を
き
き
た
い
」「
自
分
の
気
持

ち
を
き
い
て
ほ
し
い
」「
自
分
の

気
持
ち
の
整
理
を
し
た
い
」
…
…

そ
ん
な
思
い
を
一
緒
に
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
？

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　
第
４
回
　
11
月
23
日
（
土
）

　
第
５
回
　
１
月
25
日
（
土
）

　
第
６
回
　
３
月
22
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
　
三
重
県
津
庁
舎
保
健
所

棟
２
階
　
図
書
資
料
室

〒
５
１
４
―
８
５
６
７
　
津
市
桜

橋
３
丁
目
４
４
６
―
34

■
対
象
　
家
族
を
自
死
で
亡
く
さ

わ
か
ち
あ
い
の
会
の

ご
案
内

れ
た
方
（
自
死
さ
れ
た
方
の
配
偶

者
・
親
・
子
ど
も
・
兄
弟
姉
妹
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
三

重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
２
５
３
．
７
８
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
介
護
者
い
き
い
き
講
座

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
　
介
護
の
豊
富
な
経
験
を

持
つ
方
か
ら
体
験
談
を
聞
き
、
自

宅
で
の
介
護
方
法
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
を
学
び
ま
す
。
そ

の
後
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
て
介
護
の

経
験
や
悩
み
な
ど
自
由
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
～
3
時

■
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

多
目
的
室

■
参
加
費
　
無
料

■
参
加
申
し
込
み
　
当
日
ま
で
に

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
７
１
２
７
）
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

「
介
護
の
先
輩
ト
ー
ク
」

～
聞
い
て
、
話
し
て
、

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

【
介
護
者
い
き
い
き
講
座
】

　
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
所

や
幼
稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を
通

じ
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て
な

ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で

す
。
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種

行
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
バ
ザ
ー
を
し
ま
す
！

■
日
時
　
11
月
１
日
（
金
）
～
８

日
（
金
）

■
内
容
　
子
供
用
品
、
ベ
ビ
ー
用

品
な
ど
子
供
に
関
す
る
も
の
を
中

心
に
行
い
ま
す
。

◎
栄
養
相
談

■
日
時
　
11
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時

■
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る

方
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！

■
日
時
　
11
月
12
日
（
火
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

未
就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

く ら し
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生

活支援センター ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生

活できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター　 ここ♪ 　　52・7127

◎支援等内容のご案内
■利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、その

家族・支援関係者　

■支援等の内容　①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の

相談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申

請手続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワー

ク、特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネッ

トワークづくり等  

■場所　保健福祉センター内　明和町障がい者生活支

援センター

■開設日時　月〜金曜日（祝日を除く）、午前 8時 30 分

〜午後 5時15分

◎ 11 月 6日に「ここトーク」を開催
明和町障がい者生活支援センター ここ♪では、次

のとおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どう

ぞお気軽にご参加ください。

■日時と場所　11月 6日（水）　午前 10時～ 11時 30分

　Cafe 茶々（ありんこ内）

■内容　「障がい者の移動について」～病院や出かける

とき、どうしていますか。～

■対象　障がいのある人、その家族や支援者

■参加申込期限　11 月 1日（金）

◎ 11 月 23 日に「ここサロン」開催
■日時と場所　11 月 23日（土）

　午前10時～午後3時

　松阪森林公園（午前 9時 50 分　明和の里集合）

■参加費　1人 300 円

■対象者　障がいのある人、その家族や支援者

■内容　森林公園で焼そばを作ったりハイキングをし

ます。

■参加申込期限　11月15日（金）

※手話通訳の必要な人は申し込みの際にご連絡くださ

い。

※支援等内容、「ここトーク」の申し込み等、詳しくは

明和町障がい者生活支援センター ここ♪（明和町保

健福祉センター内、 52・7127、 52・7128、

shien@town.meiwa.mie . jp）へお問い合わせください。

【ストーカーやＤＶの被害 早期にご相談ください】
「ストーカー行為等の規制等に関する法律＝ストーカー規制法」や「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関

する法律＝ＤＶ防止法」の施行後、警察には多数の相談等が寄せられています。

被害者やその家族に大きな不安や恐怖を与えるストーカー行為や、配偶者などによる暴力、いわゆるＤＶ（ドメス

ティック・バイオレンス）は「犯罪行為」であり、そのまま放置されると、さらに重大な犯罪の発生につながってい

く危険性があります。

ストーカーやＤＶの被害は、早い段階で相談すれば、関係機関との連携や被害者の立場に立った安全を最優先とし

た対応によって、迅速な解決が見込めます。ストーカーやＤＶの被害に遭われている人は、ひとりで悩まず、お近く

の警察署・交番等へご相談ください。

■松阪警察署　☎ 0598・53・0110

■三重県警察本部ストーカー対策室　☎ 059・222・0110　内線 3054

※このほかＤＶについては、配偶者暴力相談支援センター（三重県女性相談所、☎ 059・231・5600）、明和町役場福

祉子育て課（☎ 52・7115）でも相談を受け付けています。

く ら し
広報めいわ            11 月号平成25 年

(2013 年 )
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職
員
駐
車
場
（
多
気
郡
農
協
本
店

南
側
）

■
行
き
先
と
コ
ー
ス
　
京
都
府
南

丹
市
る
り
渓
自
然
公
園

■
参
加
資
格
　
明
和
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
人

■
参
加
費
　
３
５
０
０
円
（
バ
ス

代
、
旅
行
保
険
料
、
事
務
費
等
）

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

雨
具
等
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な

も
の

■
定
員
　
１
３
５
人
（
先
着
順
）

■
参
加
申
し
込
み
　
11
月
16
日

（
土
）
の
午
前
９
時
〜
11
時
に
、

明
和
町
役
場
１
階
研
修
室
で
、
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み

※
１
人
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
２

人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

先
着
順
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

11 月 24 日に講演会

「自分らしい最後を迎えるために
－本人の心得・家族の備え－」

を開催します。

　明和町地域包括支援センターでは、講演会「自分らしい

最後を迎えるために －本人の心得・家族の備え－」（みえ

アカデミックセミナー 2013）を開催します。誰にでも訪

れる老後と死に対して考えるきっかけになればと思いま

す。

　参加は無料で、事前の申し込みが必要です。皆さん、多

数ご参加下さい。

■日時　11 月 24 日（日）　

　　　　開場　午後 1時、開演　午後 1時 30 分～ 3時

■場所　中央公民館　大集会場

■講師

　葛原　茂樹さん

　（鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部　医療福祉学科教授）

■参加申込

　明和町地域包括支援センター（☎ 52・7127）へお申込

み下さい。

※詳しくは同センターへお問い合せ下さい。

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
恒
例
の
斎
王
参
向
古

道
ま
つ
り
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
10
日
（
日
）　
午

前
９
時
30
分
〜
（
受
け
付
け
＝
午

前
９
時
〜
）

■
場
所
　
大
字
明
星
地
内
　
水
池

遺
跡
公
園

※
駐
車
場
は
、
明
星
小
学
校
運
動

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容
　
①
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、②
地
域
の
芸
能
＝
明
和
太
鼓
、

11
月
10
日
に
水
池
遺
跡
公
園
で 

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

【
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ミ
ニ
斎
王
群
行
や
バ
ザ
ー
な
ど
】

ギ
タ
ー
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
明
和
音
頭
、
し
ょ
ん
が
い
踊

り
、
③
催
し
も
の
＝
ミ
ニ
斎
王
群

行
、
い
つ
き
の
舞
、
④
お
も
て
な

し
と
協
賛
バ
ザ
ー
＝
お
餅
の
も
て

な
し
、
支
援
団
体
の
模
擬
店
（
う

ど
ん
、
お
で
ん
、
古
道
汁
、
野
点
）、

餅
ま
き
、
協
賛
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
斎
王
参
向
古
道
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
三
田
重
信
さ

ん
（
☎
53
・
１
０
８
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、「
バ
ス
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
１
日
（
日
）　
集

合
＝
午
前
７
時
、
出
発
＝
午
前
７

時
30
分
、
解
散
＝
午
後
６
時
予
定

（
雨
天
の
場
合
も
決
行
し
ま
す
）

■
集
合
場
所
　
多
気
郡
農
協
本
店

京
都
府
南
丹
市
　
る
り
渓
自
然
公
園

バ
ス
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
を
募
集

【
事
前
参
加
申
し
込
み
】

■
コ
ー
ス
　
参
向
古
道
な
ど
を
散

策
す
る
コ
ー
ス
、
約
４
キ
ロ

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

■
参
加
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付

け※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
は
、
当

日
受
け
付
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
10
日
（
日
）　
受

け
付
け
＝
午
前
９
時
、
出
発
＝
午

前
10
時
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
）

■
集
合
場
所
　
水
池
遺
跡
公
園

11
月
10
日
に
健
康
ウ
ォ
ー
ク【

当
日
参
加
受
け
付
け
】

お知らせ
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

全
国
の
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役

割
を
考
え
て
も
ら
い
、
国
の
基
本

と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
い
っ

そ
う
深
め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
で
は
、

こ
の
週
間
中
「
税
金
展
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
11
月
９
日
（
土
）・
10

日
（
日
）

■
場
所
　
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
東
コ
ー
ト

■
内
容
　
①
税
に
関
す
る
児
童
の

習
字
・
絵
画
・
絵
は
が
き
と
標
語

の
展
示
、
②
税
理
士
に
よ
る
無
料

税
務
相
談

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
連
絡

協
議
会
（
☎
０
５
９
８
・
50
・

２
３
５
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 
11
月
９
・
10
日
に

   
税
金
展

【
松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
】

松
阪
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告

決
算
書
、
年
末
調
整
関
係
書
類
お

よ
び
そ
の
他
関
係
書
類
の
一
般
的

な
書
き
方
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
①
11
月
19
日
（
火
）　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
②

11
月
21
日
（
木
）　
午
後
２
時
～

４
時

■
場
所
　
松
阪
合
同
庁
舎
３
階
松

阪
税
務
署
会
議
室
（
松
阪
市
高
町

４
９
３
―
６
）

　
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
確

定
申
告
書
用
紙
等
に
同
封
し
て
送

付
し
ま
す
。

（
電
子
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
確
定
申
告
書
用
紙
・
青
色
申

告
決
算
書
用
紙
と
も
に
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
確
定
申
告
書
用
紙
や
青

色
申
告
決
算
書
用
紙
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

n
ta.g
o.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
８
・

52
・
３
０
２
１
、
自
動
音
声
案
内

 

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算

     

等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

後
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
個
人
の
白
色
申
告
者

の
う
ち
前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年

分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又

は

山

林

所

得

の

合

計

額

が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
対
象

と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
制
度
は
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
所
得
の
合
計
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

の
「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
の
帳
簿
の
記
載
・
記
録
の
保
存

に
つ
い
て
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
８
・

52
・
３
０
２
１
、
自
動
音
声
案
内

後「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
、記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

松
阪
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

等
の
具
体
的
な
事
務
手
続
な
ど
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者
・
日
時
・
場
所
　
①
多
気

郡
の
人
＝
11
月
19
日
（
火
）　
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
多
気
町
民

文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
多
気
町
相
可

１
５
８
７
―
１
）、②
松
阪
市
の
人
＝

11
月
18
日
（
月
）　
午
前
10
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、

農
業
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
セ
ン

タ
ー
（
旧
松
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

セ
ン
タ
ー
）（
松
阪
市
川
井
町

６
９
０
）

■
持
参
す
る
物
　
年
末
調
整
の
し

か
た
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の

手
引

※
会
場
の
都
合
に
よ
っ
て
、
対
象

者
の
出
席
日
時
等
を
指
定
し
て
い

ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
ほ

か
の
日
時
等
で
の
出
席
は
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
法

人
課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
８
・

52
・
３
０
２
１
、
自
動
音
声
案
内

後
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

年
末
調
整
等
説
明
会

             

の
お
知
ら
せ

【
11
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

11
月
の
町
税
・
保
険
料
納

付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年

金
天
引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
＝
各
第
８
期
分
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
第

５
期
分

■
納
期
限
＝
12
月
２
日
（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
11
月

27
日
（
水
）
に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓

口■
日
時
　
11
月
11
日
（
月
）、

11
月
26
日
（
火
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30

分
　
■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
11
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
（
各
日
曜
日
）、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、

町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
わ
が
町
の
食
文
化
の
見
直
し

と
よ
き
習
慣
の
伝
承
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
日
時
　
12
月
７
日
（
土
）　
午

前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
１
階
　
東
コ
ー

ト■
内
容
　
ミ
ニ
講
演
会
「
遷
宮
と

斎
宮
」（
講
師:

斎
宮
歴
史
博
物

館
学
芸
課
長
榎
村
寛
之
さ
ん
）、

斎
王
の
舞
、
平
安
装
束
の
試
着
体

験
・
写
真
撮
影
、
竹
を
使
っ
た
小

物
の
制
作
体
験
な
ど
、
明
和
町
の

特
色
を
生
か
し
た
多
数
の
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
。
ま
た
、
町
特
産
の
米

や
野
菜
、
ひ
じ
き
や
昆
布
な
ど
の

各
種
海
産
物
、
各
種
菓
子
な
ど
の

販
売
も
行
い
ま
す
。

　※
詳
し
く
は
、
町
特
産
品
振
興
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
☎
52
・
０
０
５
５�

　
52
・
０
３
７
２
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
４
回
め
い
わ
フ
ェ
ス
タ
と

第
14
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市

　
開
催

　
町
で
は
、
要
援
護
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
使
用
す
る
掛
け
布
団
・
敷

き
布
団
な
ど
、
寝
具
類
の
洗
濯
・

乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
時
期
　
12
月
中
旬
頃

■
申
込
期
限
　
11
月
29
日
（
金
）

■
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
人
、
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
病
気

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
寝
具
類
の

衛
生
管
理
が
困
難
な
人

■
対
象
寝
具
類
　
掛
け
布
団
・
敷

き
布
団
・
毛
布
（
各
1
枚
で
1
式
）

■
利
用
料
金
　
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

伴
う
費
用
額
の
1
割
（
1
式

６
９
３
円
）

町
で
は
こ
の
事
業
の
ほ
か
に
も
こ

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
軽
度
生
活
援
助
事
業

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対

し
て
、
食
材
確
保
や
軽
微
な
修
繕

な
ど
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
う

●
寝
た
き
り
老
人
等
紙
お
む
つ
券

給
付
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
や
重
度

な
認
知
症
老
人
で
、
常
に
紙
お
む

寝
具
類
の
洗
濯
・
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）

【
申
し
込
み
期
限
は
11
月
29
日
】

つ
を
必
要
と
す
る
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
、
お
む
つ
券
を
給
付

し
て
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

●
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
緊
急
通

報
装
置

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

に
、
緊
急
装
置
・
見
守
り
セ
ン
サ

ー
を
設
置
し
て
、
急
病
の
際
に
迅

速
に
対
応
す
る

●
高
齢
者
・
重
度
心
身
障
害
者
タ

ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

　
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
・
障
害

者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
に
、
一
部
を
補
助
す
る
タ
ク
シ

ー
券
を
配
布
す
る

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
者
世
帯
の
方
が
利
用
す
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
利
用
料

の
一
部
を
負
担
す
る
。
手
渡
し
で

配
食
す
る
こ
と
に
よ
り
安
否
確
認

を
行
う

●
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　
身
寄
り
の
な
い
認
知
症
高
齢
者

等
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
対

し
て
、
費
用
の
負
担
、
成
年
後
見

人
へ
の
報
酬
助
成
を
す
る

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢

者
福
祉
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
子

■
応
募
期
間
　
平
成
25
年
11
月
１

日
（
金
）
～
平
成
26
年
１
月
10
日

（
金
）

■
試
験
期
日
　
平
成
26
年
１
月
18

日
（
土
）

■
試
験
会
場
　
三
重
県
内

※
日
程
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
採
用
制
度
説
明
会

■
日
時
　
平
成
25
年
11
月
16
日

（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
現

地
説
明
会

■
日
時
　
平
成
25
年
11
月
30
日

（
土
）
～
12
月
１
日
（
日
）

■
移
動
　
三
重
県
か
ら
現
地
ま
で

の
送
迎
は
当
方
が
行
い
ま
す
。

※
事
前
応
募
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
下
記
事
務
所
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
　
伊
勢
地
域
事
務
所

　（
伊
勢
市
神
久
２
―
１
―
58
）

　
☎
０
５
９
６
・
23
・
３
８
８
０

●
自
衛
官
候
補
生

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

　（
平
成
26
年
4
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間
　
～
平
成
25
年
11
月

27
日
（
水
）

■
試
験
期
日
　
平
成
25
年
11
月
29

日
（
金
）・
30
日
（
土
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
試
験
会
場
　
津
市

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒■
応
募
資
格
（
推
薦
）　
中
卒
（
見

込
含
む
）
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

・
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
成
績
を
修
め
、
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
者

■
応
募
期
間
　
平
成
25
年
11
月
１

日
（
金
）
～
平
成
25
年
12
月
６
日

（
金
）

■
試
験
期
日
　
平
成
26
年
１
月
11

日
（
土
）
～
13
日
（
月
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

■
応
募
資
格
（
一
般
）　
中
卒
（
見

込
含
む
）
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

～
平
成
25
年
度
　
自
衛
官
募
集
案
内
～
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

明和町8.75cm×4.35cm

（有料広告）

人 の う ご き

10 月の人口 ９月中の
主な増減

総人口：23,314人 出　生：16人
　　男：11,246人 死　亡：13人
　　女：12,068人 転入等：46人
世帯数：8,457世帯 転　出：58人

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
第
56

回
明
和
町
駅
伝
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

駅
伝
大
会
で
は
、
総
合
体
育
館

前
の
道
路
を
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内

６
区
間
、
約
19
・
３
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
町
内
外
の
選
手
た
ち
が
健
脚

を
競
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
沿
道
で
は
交
通
安
全

に
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
力
走
す

る
選
手
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日
　
12
月
８
日
（
日
）（
小

雨
決
行
）

■
コ
ー
ス
と
通
過
予
想
時
刻
　
ス

タ
ー
ト
＝
総
合
体
育
館
前
道
路
・

午
前
10
時
、
第
１
中
継
所
＝
明
和

町
観
光
協
会
入
口
・
10
時
13
分
、

第
２
中
継
所
＝
担
い
手
セ
ン
タ
ー

入
口
・
10
時
23
分
、
第
３
中
継
所
＝

大
淀
小
学
校
正
門
前
・
10
時
38
分
、

第
４
中
継
所
＝
み
い
と
会
館
（
下

御
糸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
）
前
・
10
時
51
分
、
第
５
中

継
所
＝
上
御
糸
小
学
校
正
門
前
・

11
時
01
分
、
ゴ
ー
ル
＝
総
合
体
育

館
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
・
11
時
06

分
　
※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
町
総
合
体
育
館
内
、
☎
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
11
月
17
日（
第
３
日
曜
日
）は「
家

族
の
日
」
で
す
。「
家
族
の
週
間
」

は
11
月
10
日
（
第
２
日
曜
日
）
～

23
日（
第
３
土
曜
日
）で
す
。
ま
た
、

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
生
命
の
大
切
さ
、

家
庭
の
役
割
、
家
族
や
地
域
の
大

切
さ
等
に
つ
い
て
の
深
め
る
機
会

に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」　

http://w
w
w
8.cao.go.jp/shoushi/

kazoku/in
dex.htm

l
（
内
閣
府
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）

「
家
庭
の
日
」　http://w

w
w
.pref.

m
ie
.lg
.jp
/D
1
K
O
D
O
M
O
/

kodom
om
/seisy

ou
n
en
iku
sei/

kateinohi.htm

（
三
重
県
健
康
福
祉
部 

子
ど
も
・

11
月
は
「
家
族
の
日
」

「
家
族
の
週
間
」
で
す

【
10
時
に
総
合
体
育
館
前
道
路
を
ス
タ
ー
ト 

皆
さ
ん
ご
声
援
を
】

  

12
月
８
日
に 

第
56
回
町
駅
伝
大
会

第７回「美し国三重市町対抗駅伝」
明和町代表選手候補を募集しています

　「美し国三重市町対抗駅伝」明和町実行委員会では、

第 7回「美し国三重市町対抗駅伝（平成 26 年 2月 16

日（日）、三重県庁前～三重県営総合競技場陸上競技場、

42.195 キロ・10 区間）」の上位入賞を目指して、明和

町代表選手候補を募集しています。

　代表選手候補の応募は､ 自薦他薦を問いません。明

和町内在住で「走り」に自信のある皆さん、ぜひ実行

委員会へご連絡ください。

■連絡・問い合わせ先　①明和町教育委員会教育課（☎
52・7124、 52・7133）、②明和町体育協会（明和町

総合体育館内　☎ 52・7130、 52・7135）

※応募の際は、参考のために「最近の主な大会記録」

の提出をお願いします。

家
庭
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
等
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
21
日
（
木
）　
午

後
６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分

ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
松
阪
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野
町

７
８
８
　
カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３

階
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田
　

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

司
法
書
士
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】
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松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
消
防
法
に
規
定
す
る
防
火
管

理
者
資
格
取
得
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

①
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　（
定
員
　
先
着
80
人
）

　
11
月
28
日
（
木
）・
29
日
（
金
）　

２
日
間
と
も
午
前
９
時
～
午
後
４

時②
乙
種
防
火
管
理
講
習

　（
定
員
　
先
着
10
人
）

　
11
月
28
日
（
木
）　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
15
分

■
場
所
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
　
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１
番
地

１
）

■
受
講
資
格

　
事
業
所
等
で
、
防
火
管
理
業
務

を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
管
理
、
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ

る
方

■
受
講
料
　
無
料

■
受
付
期
間

　
11
月
11
日
（
月
）
～
18
日
（
月
） 

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

防
火
管
理
講
習
会
の
お
知
ら
せ

30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
各
講
習
と
も
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
付
の
う
え
、
消
防
本
部
予
防

課
（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１

番
地
１
）
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
受
講
申
請
書
は
消
防
本
部
、

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署

に
あ
り
ま
す
。
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.m
ie
-m
a
tsu
sa
k
a1
1
9
.

jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他
　
講
習
を
修
了
さ
れ
た

方
に
防
火
管
理
講
習
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
松
阪
地
区
広
域

消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
２
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
　

　
③
止
血
法

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
　
無
料

■
募
集
期
間
　
11
月
15
日
（
金
）

～
29
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集
を
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
た

は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松
阪
消
防
」

■
内
容
　
家
族
や
友
達
な
ど
が
倒

れ
た
時
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
応

急
手
当
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
講
習
日
時
　
12
月
７
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

■
講
習
場
所
　
松
阪
市
飯
南
町
粥

見
３
９
１
０
番
地
１

　
　
松
阪
市
飯
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

■
講
習
内
容
　
①
応
急
手
当
の
重

要
性

　
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

　
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
に
対
す

る
方
法
）

普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

http://w
w
w
.m
ie-m
atsusaka 

119.jp/

＊
受
講
修
了
者
に
は
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

　
　
松
阪
中
消
防
署
飯
高
分
署

　
☎
０
５
９
８
・
45
・
０
２
０
３

　
　
０
５
９
８
・
45
・
１
４
８
０

　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

　
　
松
阪
中
消
防
署
飯
南
分
署

　
☎
０
５
９
８
・
32
・
２
６
０
５

　
　
０
５
９
８
・
32
・
２
０
９
９

『消すまでは　心の警報　ONのまま』
（平成25年度　全国統一防火標語）

この運動は、火災が発生しやすい季節を迎えるにあ
たり、全国一斉に火災予防意識の一層の普及を図り、
火災の発生を防止するとともに、人命や財産を守るこ
とを目的としています。
火災や災害に強い安全で安心して暮らせる地域をつ

くるには、一人ひとりが防火・防災意識の高揚を図り、
火災が発生した場合に的確な行動がとれるよう、普段
から基礎知識を身につけておくことが大切です。
命を守る 7 つのポイント

［３つの習慣］
①寝たばこは、絶対にやめる。
②�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する。
③コンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

［４つの対策］
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設
置する。
③�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
④�寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
※�火災予防条例により、すべての住宅に� �
「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられています。
※�詳しくは松阪地区広域消防組合消防本部予防課（☎
0598・25・1412）までお問い合わせください。

11月9日～15日は秋季全国火災予防運動
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

　
津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局
で

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
市
民

講
座
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
受
講
時
間
　
全
３
回
と
も
　
午

後
２
時
～
４
時
ま
で

■
開
設
場
所
　
松
阪
市
高
町

４
９
３
番
地
６
　
松
阪
合
同
庁
舎

内
　
津
地
方
法
務
局
松
阪
支
局

（
１
階
大
会
議
室
）

■
定
員
　
50
人
　
応
募
多
数
の
場

合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法
　
以
下
の
方
法
で
お

申
し
込
み
願
い
ま
す
。

①
は
が
き

　
〒
５
１
５
―
８
５
１
０
　
松
阪

市
高
町
４
９
３
番
地
６
　
松
阪
合

同
庁
舎
内
　
津
地
方
法
務
局
松
阪

支
局
総
務
課

②
電
話

　
０
５
９
８
・
53
・
１
５
０
１

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
５
９
８
・
53
・
１
５
０
２

④
窓
口
で
直
接
　
津
地
方
法
務
局

松
阪
支
局
総
務
課

※
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
場
合
は
、
ご
住
所
、

「
な
っ
と
く
！
法
務
局
」
市
民
講
座
受
講
者
募
集

ご
氏
名
及
び
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
回
（「
１

回
希
望
」、「
１
回
・
２
回
・
３
回

希
望
」
等
）
に
つ
い
て
も
ご
記
入

願
い
ま
す
。

※
ご
住
所
、
ご
氏
名
及
び
電
話
番

号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
務
局
か

ら
受
講
に
関
す
る
連
絡
を
す
る
際

に
限
っ
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

■
申
込
期
限
　
各
回
と
も
受
講
日

の
前
日
ま
で

■講座内容・実施日程等

回 実施日 内　容

第１回 11月  7日（木） 相続とは？

第２回 11月12日（火） 相続の登記はどうするの？

第３回 11月21日（木）
抵当権抹消の登記はどうす

るの？

音訳ボランティア

「明和鈴の音会」会員募集
　明和鈴の音会では、次のとおり活動会員を募集してい

ます。

■活動目的

　視覚障がい者への音声訳ボランティアです。

■活動内容

　町広報紙「広報めいわ」、リクエスト図書・刊行物を

ＣＤに録音し、リスナーに郵送しています。

■活動日

・定例会　毎月１回（第３金曜日）午後１時30分～

・「広報めいわ」の製作（録音・編集・発送）に数日を要

します。

■活動場所

・めいわ市民活動サポートセンター（定例会・録音・編

集作業等）

・各会員の自宅（主に、録音等は自宅でします。）

　現在10人の会員で、明るく楽しいグループです。少し

でも興味をお持ちの方は、ぜひ一度遊びに来て下さい。

※詳しいことは、「明和鈴の音会」代表　田口幹子さん（☎

0598・29・1843）までご連絡下さい。

０）

■町内の治安情勢 （平成２５年８月１日～３１日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい

忍び込み

部品ねらい

車上ねらい

オートバイ盗

自転車盗

その他

合　　計

２（

０）２（

０）１２（

０）１７（

０）１（

０）０（

０）０（

０）０（

■最大震度別地震回数 （平成２５年９月１日～３０日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

１１０ ４１ ６ ５ ０ １ ０ ０ ０ １６３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

６２件

１６件

２７人

０人

４６件

４９２件

９７件

１３９人

１人

３９５件

２０件

８件

３０人

０人

１２件

■町内の交通事故発生状況 （平成２５年９月１７日現在）

平成２５年１月
か ら の 累 計

平成２５年８月
( 概 　 　 数 )
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■日時と内容　①11月5日 (火 )　午前9時30分〜正午＝

行政相談・心配ごと相談、② 11 月 18 日 ( 月 )　午後 1

時 30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③ 12 月 2 日 ( 月 )　午

前 9時 30 分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④ 12 月

16 日 ( 月 )　午後 1時 30 分〜 4時＝心配ごと相談

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお
問い合わせください。

11 月と 12 月の行政相談・心配ごと相談
明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　①11月12日 (火 )、②12月10日 (火 )　時間は、

各日とも午前 10 時〜正午・午後 1時〜 3時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（☎ 52・
7117）へお問い合わせください。

11 月と 12 月の「消費生活相談」窓口の開設

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
11
月
15
日

（
金
）＝
平
成
24
年
４
月
生
ま
れ
　

②
12
月
６
日
（
金
）
＝
平
成
24
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
11
月
19
日

（
火
）＝
平
成
23
年
４
月
生
ま
れ
　

②
12
月
24
日
（
火
）
＝
平
成
23
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
11
月
22
日

（
金
）＝
平
成
22
年
４
月
生
ま
れ
　

②
12
月
20
日
（
金
）
＝
平
成
22
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

 

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

   

場
所
は 

い
ず
れ
も

   
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者
　
11
月
５
日（
火
）・

12
月
10
日
（
火
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
11
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
を

始
め
る
前
ま
た
は
離
乳
食
を
は
じ

め
た
ば
か
り
の
人

■
内
容
　
離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
11
月
25
日
（
月
）

ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ
　
※
先
着
20
人

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
11
月
29
日

（
金
）
＝
平
成
25
年
６
月
～
平
成

25
年
９
月
出
生
児
（
今
ま
で
参
加

さ
れ
た
こ
と
の
無
い
人
）

■
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師
　
チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　
中

村
幸
美
さ
ん

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
50
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は
お

茶
・
果
汁･

ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
子

育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

【
産
後
ヨ
ガ
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
12
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
内
容
　
産
後
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ

■
講
師
　
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー
ナ

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ

ル
各
１
枚
、動
き
や
す
い
服
装（
素

足
の
で
る
も
の
）、
水
分
補
給
な

ど■
申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
福
祉

子
育
て
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

へ
　
※
先
着
20
人

（有料広告）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次
のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。
○今月のおはなし会

【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■内容　絵　本「�どんなに　きみがすきだか　あててご

らん」
　　　　　　　「ワニぼうのやまのぼり」
　　　　紙芝居「まっくろけのうし」
■日時　11月24日（日）午後2時～
■場所　ふるさと会館1階児童室

【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時　11月28日（木）午前11時～
■場所　ふるさと会館1階児童室

【「てんとうむし」による読み聞かせ】
■お休みです。
○11月ワークショップ「トールペイントを楽しもう」
■日時　11月17日（日）午前10時～正午
■場所　ふるさと会館2階多目的室
■講師　西岡理恵子さん
■募集人数　10人（小さいお子さんは、保護者同伴で）
■申し込み　11月5日（火）～
■参加費　300円
■持ち物　エプロン、ぞうきん
○11月特別展「郷土の芸術展―書作品展―」開催
のお知らせ
■期間　11月23日（土）～12月15日（日）
■場所　ふるさと会館2階特別展示コーナー
○「秋の読書週間」期間中の行事案内
●としょかん市　11月3日（日）～17日（日）午前10時～
恒例のお持ち帰り自由の図書リサイクルです。
　■�場所　3日は玄関前（雑誌）と2階多目的室（一般書・児
童書）、4日以降は2階多目的室

●としょかん川柳の募集　11月5日（火）～30日（土）
●大当たりの本の実施　11月5日（火）～30日（土）
　運よく借りた本が大当たりの本だったら記念品プレゼ
ント
○「詩の朗読会」開催のお知らせ
　昨年好評でした「詩の朗読会」を開催します。
■日時　平成26年2月1日（土）午後2時～3時30分
■場所　ふるさと会館多目的室
■募集人数　16人程度
■募集　11月19日（火）～12月8日（日）
■内容　吉川伸幸さんと今井敦子さんによる詩の朗読と
参加者による詩の朗読
　今回は、参加される方にも詩の朗読をしていただこう
と思います。
　朗読を希望される方は、参加申し込みの際お知らせく
ださい。
　自作の詩、好きな詩、思い出の詩など、お一人1～2編
ご準備ください。
■その他　マイカップをお持ちください。
○11月の休館日
4日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）、
29日（金／館内整理日）
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い合わせ
下さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

☆機織り体験
　麻織り・絹織りから選べ、自然の草木で染めた糸を使

って２時間ほど織ります。オリジナルの作品を織ってみ

ませんか。１日コースも有り、４時間たっぷり体験した

い方にはおススメです。

■体験日時　11月10日（日）、20日（水）

　　　　　　①午前10時～正午

　　　　　　②午後1時30分～3時30分

■定員　各時間　麻4人

　　　　　　　　絹２人（先着順・電話予約）

■参加費　　　各1,500円

☆追儺のまつり　主役３役募集！
　毎年12月23日に開催の『追儺のまつり』

　一年間の目に見えない「鬼」を追い払って、良い年を

迎えるための一年の締めくくりの大切なイベント！

　その主役３役を募集いたします。

　元気で声に自信のある方、ぜひご応募お待ちしていま

す。

■募集期間　11月1日（金）～20日（水）

■3役　�陰陽師…中学生以上1人� �

方相氏…中学生以上1人� �

　　子…小学生3人

＊応募多数の場合は公開抽選

＊�恐れ入りますが、以前に陰陽師役・方相氏役を務めて

いただいた人はご遠慮ください。

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、

いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）へ

仮振

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

昨年の 3 役

お知らせ
広報めいわ            11 月号平成25 年

（2013年）

機織り（絹）
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めいわ
三重県 明和町 広報紙 Public Information of Meiwa Town No.553
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明和町マスコットキャラクター

©MEIWA town office.

め い 姫

今月号の主な内容

９月28日　斎宮幼稚園運動会で行われた「ようこそ！そらのたびへ！」の様子
【詳しくは本紙９頁をご覧ください】

年

月号11
2013

●特集：平成24年度一般会計決算ほか…………………………2P～
●まちの話題：明和スポーツまつりほか………………………8P
●まちの話題：小学校・幼稚園・保育所運動会ほか…………9P
●くらし：平成25年度第3回明和町議会定例会ほか………12P
●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内………16P～
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………28P

年年

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容・時間等を予告なく変更する場合があり
ますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容
午前６

７
８
９
10
11

１０月３１日（木）～
１１月７日（木）

１１月７日（木）～
１１月１４日（木）

●明和ニュース：①第３９回町民文化祭、
　　　　　　　②修正小学校芸術表現体験、ほか
●明 和 コ ラム：第１２回明和スポーツまつり
●特　　　　集：平成２５年度 明和町総合防災訓練

●明和ニュース：①平成２５年度 明和町総合防災訓練、
　　　　　　　②明和町人権センター 交流祭、ほか
●明 和 コ ラム：みんなで受けよう！特定検診・がん検診
●特　　　　集：めいわ防災情報５～９

１１月１４日（木）～
１１月２１日（木）

●明和ニュース：①明和町社会福祉協議会ふれあいまつり、
　　　　　　　②斎王参向古道まつり、ほか
●明 和 コ ラム：町内小学校運動会（上御糸・明星）
●特　　　　集：町長杯ソフトボール大会

●明和ニュース：①空き缶ゼロ運動、
　　　　　　　②明和町消防団秋季訓練、ほか
●明 和 コ ラム：第３９回町民文化祭
●特　　　　集：町長定例記者会見

１１月２１日（木）～
１１月２８日（木）

１１月２８日（木）～
１２月５日（木）

●明和ニュース：①明和町放課後子どもプラン野菜づくり体験、
　　　　　　　②第９回明和音楽祭 FIRE FLY、ほか
●明 和 コ ラム：みんなで受けよう！特定検診・がん検診
●特　　　　集：町長定例記者会見

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

0：00
1：00
2：00
3：00
4：00
5：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集

6：00
7：00
8：00
9：00

10：00
11：00

0：00

ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム・天気
ニュース・コラム・天気
特集
ニュース・コラム

午後０
１
２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
深夜

0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈10月31日（木）～12月5日（木）〉

※放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新します。※特集前５分間は｢ゴーゴーはつらつ体
操｣を放送します。

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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